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巻頭

inaok igakuen news le t te r

チーム星稜
、

百万石踊り
流しに

今年も参加
！

星稜サ・エ・ラに関する
アンケート実施中 !
詳しくはP14をご覧下さい

金沢星稜大学
7

8

9

オープンキャンパス
通常講義実施日
前期授業終了
一斉試験期間
オープンキャンパス
追試験期間
全館休館
再試験期間
前期卒業認定発表
休業日
前期学位記授与式・後期入学式
オープンキャンパス（推薦入試対策講座）
後期授業開始
通常講義日

～8月6日（水）
9日（土）・10日（日）・24日（日）

・12日（火）
～16日（土）
・29日（金）

星稜高等学校
7 6月30日（月）

15日（火）
17日（木）
19日（土）
22日（火）
28日（月）
31日（木）
3日（日）
4日（月）
5日（火）
19日（火）
26日（火）
26日（火）
1日（月）
11日（木）
20日（土）
25日（木）
26日（金）

～4日（金）
・16日（水）
・18日（金）

～25日（金）、
～30日（水）
・8月1日（金）
・4日（月）
～8日（金）
・6日（水）
～21日（木）、
～29日（金）
・27日（水）

・12日（金）

期末試験
体育大会
保護者懇談会
終業式、全国大会激励会

補充・補習授業

学校見学会
高2A関西方面大学見学会
高1Aエンパワーメントプログラム
高1B東京方面難関大学見学会

補充・補習授業

1,2年Pコース課外実習
始業式
星稜祭
高2学年懇談会
運動会
運動会予備日

8

9

7

8

9

金沢星稜大学女子短期大学部

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
7

9

8

誕生会参観
避難訓練（火災）
プール参観（ほし）
プラネタリウム（年長）
プール参観（つき）
プール参観（りす）
プール参観（うさぎ）
終業式
わくわくキャンプ（年長）
個人懇談会
夏季自由登園日
星稜子育てステーション
星稜子育てステーション
とうもろこし収穫体験
夏季自由登園日
登園日　誕生会参観
始業式　避難訓練（地震）
星稜子育てステーション
誕生会参観
運動会
運動会代休

星稜中学校
7 6月30日（月）

11日（金）
15日（火）
16日（水）
18日（金）
22日（火）
25日（金）
27日（水）
1日（月）
12日（金）
19日（金）

～2日（水）

・17日（木）

～25日（金）

～29日（金）

期末試験
中3観能教室
合唱コンクール
保護者懇談会
終業式
希望補習授業
登校日、北信越激励会
サマースクール
始業式
映画鑑賞
新人戦激励会

9
8

3日（木）
4日（金）
7日（月）
8日（火）
9日（水）
15日（火）
16日（水）
22日（火）
23日（水）
25日（金）
28日（月）
31日（木）
１日（金）
7日（木）
25日（月）
28日（木）
　1日（月）
17日（水）
19日（金）
23日（火）
24日（水）

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
7

8

9

にこにこ参観①
誕生会参観
子ども相談
親子活動（年長）
にこにこ参観②
子育て広場
にこにこ参観③
避難訓練
夏まつり
終業式
お泊まり保育
夏季自由登園日
夏季自由登園日
夏季自由登園日
子育て広場
幼稚園ってどんなとこ
夏季自由登園日
誕生会参観
夏季自由登園日
始業式
避難訓練
アルバム写真撮影日
親子活動
子ども相談
子育て広場
誕生会参観
キッズクラブ
運動会
運動会代休

　1日（火）
　3日（木）
　4日（金）
　5日（土）
　9日（水）
10日（木）
14日（月）
16日（水）
19日（土）
22日（火）
23日（水）
25日（金）
28日（月）
1日（金）

　4日（月）
21日（木）
25日（月）
27日（水）
28日（木）
1日（月）

　3日（水）
　4日（木）
　6日（土）
12日（金）
17日（水）
18日（木）
20日（土）
28日（日）
29日（月）

20日（日）
21日（月・祝）
29日（火）
31日（木）

13日（水）
28日（木）
4日（木）
8日（月）
12日（金）
18日（木）
21日（日）
22日（月）
23日（火）

オープンキャンパス
通常講義実施日
前期授業終了
一斉試験期間
オープンキャンパス
全館休館
追再試験期間
前期卒業認定発表
休業日
前期学位記授与式・後期入学式
キャリア合宿
オープンキャンパス（推薦入試対策講座）
後期授業開始
通常講義日

～8月6日（水）
9日（土）・10日（日）・24日（日）

～16日（土）
・29日（金）

・19日（金）

20日（日）
21日（月・祝）
29日（火）
31日（木）

11日（月）
13日（水）
28日（木）
4日（木）
8日（月）
12日（金）
21日（日）
22日（月）
23日（火）

この号が皆さんのお手元に届くころには、ワールドカップ・ブラジル大会は決勝トーナ
メント中だと思います。6月15日（日）のコートジボワール戦では、星稜高校卒業生の本田
圭佑選手の華麗なゴールが見られましたが、惜敗となり悔しい思いをされた方も多かっ
たことでしょう。格上チームとの対戦となりますが、果敢に攻め入る本田選手の姿に期待
しております。
学生、生徒、園児、教員、職員と立場は様々でしょうが、精一杯応援しましょう！

　
入学・広報センター　広報課　高村久司

あとがき

・24日（木）

～30日（水）

～27日（水）

・18日（木）

　

～24日（木）

～31日（木）

・22日（金）
・26日（火）
・29日（金）

・19日（金）
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金
沢
星
稜
大
学
の
平
成
25
年
度
の
就
職
状
況

を
一
言
で
表
現
す
る
な
ら
、「
相
変
わ
ら
ず
良
い

結
果
」だ
と
言
え
ま
す
。前
年
の
24
年
度
に
は
全

卒
業
生
の
91
・
5
％
が
就
職
内
定
を
獲
得
し
、そ

の
時
点
で
過
去
10
年
間
で
最
高
の
結
果
を
残
し

ま
し
た
が
、25
年
度
は
そ
れ
を
さ
ら
に
上
回
る
就

職
率
92
・
3
％
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。最

新
の
全
国
平
均
値
は
文
部
科
学
省
の
発
表
を
待

た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、お
そ
ら
く
70
％
前

後
に
な
る
で
し
ょ
う
。こ
の
数
値
を
見
て
も
、本

学
の
就
職
が
相
変
わ
ら
ず「
強
い
」こ
と
が
お
分

か
り
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　「
就
職
で
人
生
の
逆
転
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打

と
う
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
き
た
通
り
、

本
学
は
単
に「
就
職
す
る
」の
で
は
な
く
、「
い
い

就
職
を
達
成
す
る
」と
こ
ろ
に
目
標
を
置
い
て
い

ま
す
。25
年
度
の
特
徴
的
な
傾
向
を
振
り
返
る
と
、

ま
ず
金
融
機
関
か
ら
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
く
評
価

さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。地
元
金
融
機
関

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、政
府
系
金
融
機
関
で
は
そ

れ
ぞ
れ
た
っ
た
一
つ
の
採
用
枠
を
星
稜
の
学
生
が

独
占
す
る
と
い
う
結
果
を
出
し
ま
し
た
。金
融
機

関
を
は
じ
め
会
計
事
務
所
や
企
業
の
経
理
職
に

多
く
の
学
生
を
送
り
出
し
て
い
る
こ
と
は
、経
済

学
部
を
要
す
る
大
学
と
し
て
社
会
に
果
た
す
べ
き

責
任
を
全
う
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
顕
著
な
傾
向
と
し
て
、エ
ア
ラ

イ
ン
系
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
業
界
に
多

く
の
女
子
学
生
が
就
職
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。こ
こ
に
は
、エ
ア
ラ
イ
ン
業
界
や
一
流
企
業

へ
の
就
職
を
目
指
す
女
子
学
生
限
定
の
就
職
講

座「
星
稜
女
子
力 

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
講
座
」の

成
果
が
表
れ
ま
し
た
。こ
の
講
座
を
受
講
し
た
学

生
た
ち
が
、希
望
通
り
空
港
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ

や
旅
行
代
理
店
へ
の
就
職
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、難
関
試
験
合
格
を
目
指
す
Ｃ
Ｄ
Ｐ

（
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
）を
受
講
し
た
学
生
た
ち
も
こ
れ
ま
で
以
上
に

優
れ
た
結
果
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。公
務
員
採

用
試
験
に
は
大
学
の
み
で
25
名
、教
員
採
用
試
験

に
は
11
名
の
現
役
合
格
者
を
出
し
て
い
ま
す
。と

も
に
こ
れ
ほ
ど
多
数
の
合
格
者
を
出
し
た
こ
と

は
、出
色
の
成
果
だ
と
言
え
ま
す
。

　
一
方
、現
４
年
次
に
目
を
向
け
れ
ば
、来
年
度

末
に
は
さ
ら
に
優
れ
た
結
果
が
期
待
で
き
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。6
月
の
時
点
で
お
よ
そ
7
割
の

学
生
が
就
職
活
動
を
終
え
て
い
る
と
い
う
ス

ピ
ー
ド
感
、ま
た
全
国
区
の
大
手
企
業
か
ら
も

続
々
内
定
を
獲
得
し
て
い
る
ス
ケ
ー
ル
感
は
、こ

れ
ま
で
に
感
じ
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
す
。ま

た
、今
年
８
月
か
ら
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
講
座
の

「
ア
ブ
ロ
ー
ド
版
」と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
セ
ブ
島

で
の
短
期
語
学
留
学
を
実
施
予
定
で
、約
1
0
0

名
も
の
学
生
が
参
加
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　
我
々
進
路
支
援
セ
ン
タ
ー
も
新
た
な
施
策
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。今
年
度
以
降

の
金
沢
星
稜
大
学
の
就
職
に
も
、ぜ
ひ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

金
沢
星
稜
大
学

過
去
10
年
で
最
高
の
前
年
度
を

質
・
量
で
さ
ら
に
上
回
る
結
果

金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部 就職状況報告

大学・短期大学部ともに
例年を超える就職実績に。

稲置学園各設置校  平成25年度を振り返って

金沢星稜大学
金沢星稜大学女子短期大学部
進路支援センター長・ＣＤＡ

堀口 英則
金沢星稜大学
金沢星稜大学女子短期大学部
進路支援センター・産業カウンセラー

道下 知子

特 集

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
と
教
育
の
質
保
証

　
あ
ら
ゆ
る
交
流
活
動
が
、国
境
・
民
族
・
言
語
の
違
い
を

超
え
て
日
常
的
に
行
わ
れ
る
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で

は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、異
文
化
や
異
な
る
価
値

観
の
存
在
を
理
解
し
許
容
す
る
力
、ま
た
自
己
を
堅
持
し

恊
働
で
き
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
海
外
派
遣
に
係
る
本
学
の
様
々
な
支
援
制
度
の
下
で
、

昨
年
は
、両
学
部
合
わ
せ
40
名
強
の
学
生
が
留
学
を
含
む

海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。今
年
度
は
50

名
、来
年
度
に
は
1
0
0
名
の
参
加
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。な
ぜ
な
ら
、求
め
ら
れ
る
力
は
異
文
化
の
中
で
の
学

習
・
生
活
体
験
で
最
も
良
く
身
に
付
く
か
ら
で
す
。

　
本
学
は
さ
ら
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
そ
の
も
の

を
目
的
と
す
る
人
文
系
学
部
の
平
成
28
年
度
設
置
認
可
申

請
を
準
備
中
で
す
。新
学
部
で
は
学
部
生
全
員
に
留
学
を

義
務
づ
け
、先
の
力
の
他
、厚
み
の
あ
る
文
化
・
歴
史
を
持

つ
金
沢
・
石
川
で
な
く
て
は
育
め
な
い
教
養
を
備
え
た
人

材
を
養
成
し
ま
す
。そ
れ
に
よ
り
、「
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
は
、類
の
な
い
優
れ
た
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
の
中
か
ら
創
ら

れ
る
」こ
と
を
証
明
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
も
、目
標
と
す
る
力
を
学
生
が
ど
の
程

度
身
に
付
け
た
か
を
き
ち
ん
と
評
価
し
な
が
ら
学
び
を
進

め
る
P
D
C
A
の
徹
底
が
、最
も
重
要
と
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。教
育
目
標
は
、そ
の
質
を
保
証
で
き
て
初
め
て
達
成

さ
れ
た
と
い
え
る
か
ら
で
す
。大
学
の
5
ヶ
年
計
画
の
両

輪
と
し
て
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
と
教
育
の
質
保
証

を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

金
沢
星
稜
大
学  

学
長  

宮
﨑 

正
史
（
写
真
左
）

　
金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部
（
以
下
、
星
短
）
は
、
地

元
経
済
界
の
要
望
に
応
え
、「
女
性
職
業
人
の
育
成
」
を
使
命

と
し
て
、
1
9
7
9
年
に
開
学
し
ま
し
た
（
当
時
、
星
稜
女
子

短
期
大
学
）。

　
星
短
誕
生
は
、北
陸
に
お
け
る
本
格
的
な
「
女
子
職
業
教
育
」

の
幕
開
け
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
そ
の
伝
統
は
、
今
日
も
揺

る
ぎ
無
い
も
の
で
す
。
星
短
の
教
育
理
念
「
知
性
と
感
性
を
身

に
つ
け
、
地
域
社
会
で
輝
く
女
性
を
育
む
」
に
根
ざ
し
た
デ
ィ

プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
（
学
位
授
与
の
方
針
）
を
掲
げ
ま
す
。

　
2
ヵ
年
の
学
習
を
通
し
、
社
会
人
と
し
て
女
性
と
し
て
求

め
ら
れ
る
素
養
が
備
わ
り
、
所
定
の
単
位
を
取
得
し
た
学
生

に
対
し
て
卒
業
を
認
定
し
ま
す
。

1. 

社
会
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
将
来
へ
の
意
欲
と
、
責
任

感
・
協
調
性
が
身
に
つ
い
て
い
る

2. 

地
域
を
支
え
る
一
員
と
し
て
の
意
識
が
身
に
つ
い
て
い
る

3. 

大
人
の
女
性
と
し
て
の
感
性
、
教
養
、
マ
ナ
ー
が
身
に

つ
い
て
い
る

4. 

組
織
人
と
し
て
の
問
題
発
見
・
対
応
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
が
身
に
つ
い
て
い
る

5. 

職
業
人
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
、
基
礎
的
な
知
識
お
よ

び
実
務
能
力
が
身
に
つ
い
て
い
る

　
以
上
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
に
沿
っ
た
「
星
短
教
育
」
は
、

地
元
（
延
い
て
は
日
本
、世
界
）
が
求
め
る
広
義
の
「
職
業
教
育
」

そ
の
も
の
で
す
。
是
非
、
皆
様
、
星
短
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
今
年
3
月
の
卒
業
生
が
、「
多
く
の
人
の
役
に
立
つ

仕
事
を
す
る
の
が
夢
で
し
た
。
公
務
員
に
な
れ
た
今
は
、
20
年

生
ま
れ
育
っ
て
き
た
石
川
県
の
人
々
の
た
め
に
働
い
て
恩
返
し

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」、
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
星
短
は
輝
き
を
増
し
続
け
ま
す
、
夢
を
力
に（D

ream
s for 

the F
uture

）!

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部  

学
長  

篠
崎 

尚
夫
（
写
真
右
）

新学長就任の挨拶
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金
沢
星
稜
大
学
の
平
成
25
年
度
の
就
職
状
況

を
一
言
で
表
現
す
る
な
ら
、「
相
変
わ
ら
ず
良
い

結
果
」だ
と
言
え
ま
す
。前
年
の
24
年
度
に
は
全

卒
業
生
の
91
・
5
％
が
就
職
内
定
を
獲
得
し
、そ

の
時
点
で
過
去
10
年
間
で
最
高
の
結
果
を
残
し

ま
し
た
が
、25
年
度
は
そ
れ
を
さ
ら
に
上
回
る
就

職
率
92
・
3
％
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。最

新
の
全
国
平
均
値
は
文
部
科
学
省
の
発
表
を
待

た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、お
そ
ら
く
70
％
前

後
に
な
る
で
し
ょ
う
。こ
の
数
値
を
見
て
も
、本

学
の
就
職
が
相
変
わ
ら
ず「
強
い
」こ
と
が
お
分

か
り
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　「
就
職
で
人
生
の
逆
転
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打

と
う
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
き
た
通
り
、

本
学
は
単
に「
就
職
す
る
」の
で
は
な
く
、「
い
い

就
職
を
達
成
す
る
」と
こ
ろ
に
目
標
を
置
い
て
い

ま
す
。25
年
度
の
特
徴
的
な
傾
向
を
振
り
返
る
と
、

ま
ず
金
融
機
関
か
ら
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
く
評
価

さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。地
元
金
融
機
関

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、政
府
系
金
融
機
関
で
は
そ

れ
ぞ
れ
た
っ
た
一
つ
の
採
用
枠
を
星
稜
の
学
生
が

独
占
す
る
と
い
う
結
果
を
出
し
ま
し
た
。金
融
機

関
を
は
じ
め
会
計
事
務
所
や
企
業
の
経
理
職
に

多
く
の
学
生
を
送
り
出
し
て
い
る
こ
と
は
、経
済

学
部
を
要
す
る
大
学
と
し
て
社
会
に
果
た
す
べ
き

責
任
を
全
う
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
顕
著
な
傾
向
と
し
て
、エ
ア
ラ

イ
ン
系
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
業
界
に
多

く
の
女
子
学
生
が
就
職
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。こ
こ
に
は
、エ
ア
ラ
イ
ン
業
界
や
一
流
企
業

へ
の
就
職
を
目
指
す
女
子
学
生
限
定
の
就
職
講

座「
星
稜
女
子
力 

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
講
座
」の

成
果
が
表
れ
ま
し
た
。こ
の
講
座
を
受
講
し
た
学

生
た
ち
が
、希
望
通
り
空
港
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ

や
旅
行
代
理
店
へ
の
就
職
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、難
関
試
験
合
格
を
目
指
す
Ｃ
Ｄ
Ｐ

（
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
）を
受
講
し
た
学
生
た
ち
も
こ
れ
ま
で
以
上
に

優
れ
た
結
果
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。公
務
員
採

用
試
験
に
は
大
学
の
み
で
25
名
、教
員
採
用
試
験

に
は
11
名
の
現
役
合
格
者
を
出
し
て
い
ま
す
。と

も
に
こ
れ
ほ
ど
多
数
の
合
格
者
を
出
し
た
こ
と

は
、出
色
の
成
果
だ
と
言
え
ま
す
。

　
一
方
、現
４
年
次
に
目
を
向
け
れ
ば
、来
年
度

末
に
は
さ
ら
に
優
れ
た
結
果
が
期
待
で
き
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。6
月
の
時
点
で
お
よ
そ
7
割
の

学
生
が
就
職
活
動
を
終
え
て
い
る
と
い
う
ス

ピ
ー
ド
感
、ま
た
全
国
区
の
大
手
企
業
か
ら
も

続
々
内
定
を
獲
得
し
て
い
る
ス
ケ
ー
ル
感
は
、こ

れ
ま
で
に
感
じ
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
す
。ま

た
、今
年
８
月
か
ら
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
講
座
の

「
ア
ブ
ロ
ー
ド
版
」と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
セ
ブ
島

で
の
短
期
語
学
留
学
を
実
施
予
定
で
、約
1
0
0

名
も
の
学
生
が
参
加
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　
我
々
進
路
支
援
セ
ン
タ
ー
も
新
た
な
施
策
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。今
年
度
以
降

の
金
沢
星
稜
大
学
の
就
職
に
も
、ぜ
ひ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

金
沢
星
稜
大
学

過
去
10
年
で
最
高
の
前
年
度
を

質
・
量
で
さ
ら
に
上
回
る
結
果

金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部 就職状況報告

大学・短期大学部ともに
例年を超える就職実績に。

稲置学園各設置校  平成25年度を振り返って

金沢星稜大学
金沢星稜大学女子短期大学部
進路支援センター長・ＣＤＡ

堀口 英則
金沢星稜大学
金沢星稜大学女子短期大学部
進路支援センター・産業カウンセラー

道下 知子

特 集

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
と
教
育
の
質
保
証

　
あ
ら
ゆ
る
交
流
活
動
が
、国
境
・
民
族
・
言
語
の
違
い
を

超
え
て
日
常
的
に
行
わ
れ
る
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で

は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、異
文
化
や
異
な
る
価
値

観
の
存
在
を
理
解
し
許
容
す
る
力
、ま
た
自
己
を
堅
持
し

恊
働
で
き
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
海
外
派
遣
に
係
る
本
学
の
様
々
な
支
援
制
度
の
下
で
、

昨
年
は
、両
学
部
合
わ
せ
40
名
強
の
学
生
が
留
学
を
含
む

海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。今
年
度
は
50

名
、来
年
度
に
は
1
0
0
名
の
参
加
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。な
ぜ
な
ら
、求
め
ら
れ
る
力
は
異
文
化
の
中
で
の
学

習
・
生
活
体
験
で
最
も
良
く
身
に
付
く
か
ら
で
す
。

　
本
学
は
さ
ら
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
そ
の
も
の

を
目
的
と
す
る
人
文
系
学
部
の
平
成
28
年
度
設
置
認
可
申

請
を
準
備
中
で
す
。新
学
部
で
は
学
部
生
全
員
に
留
学
を

義
務
づ
け
、先
の
力
の
他
、厚
み
の
あ
る
文
化
・
歴
史
を
持

つ
金
沢
・
石
川
で
な
く
て
は
育
め
な
い
教
養
を
備
え
た
人

材
を
養
成
し
ま
す
。そ
れ
に
よ
り
、「
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
は
、類
の
な
い
優
れ
た
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
の
中
か
ら
創
ら

れ
る
」こ
と
を
証
明
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
も
、目
標
と
す
る
力
を
学
生
が
ど
の
程

度
身
に
付
け
た
か
を
き
ち
ん
と
評
価
し
な
が
ら
学
び
を
進

め
る
P
D
C
A
の
徹
底
が
、最
も
重
要
と
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。教
育
目
標
は
、そ
の
質
を
保
証
で
き
て
初
め
て
達
成

さ
れ
た
と
い
え
る
か
ら
で
す
。大
学
の
5
ヶ
年
計
画
の
両

輪
と
し
て
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
と
教
育
の
質
保
証

を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

金
沢
星
稜
大
学  

学
長  

宮
﨑 

正
史
（
写
真
左
）

　
金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部
（
以
下
、
星
短
）
は
、
地

元
経
済
界
の
要
望
に
応
え
、「
女
性
職
業
人
の
育
成
」
を
使
命

と
し
て
、
1
9
7
9
年
に
開
学
し
ま
し
た
（
当
時
、
星
稜
女
子

短
期
大
学
）。

　
星
短
誕
生
は
、北
陸
に
お
け
る
本
格
的
な
「
女
子
職
業
教
育
」

の
幕
開
け
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
そ
の
伝
統
は
、
今
日
も
揺

る
ぎ
無
い
も
の
で
す
。
星
短
の
教
育
理
念
「
知
性
と
感
性
を
身

に
つ
け
、
地
域
社
会
で
輝
く
女
性
を
育
む
」
に
根
ざ
し
た
デ
ィ

プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
（
学
位
授
与
の
方
針
）
を
掲
げ
ま
す
。

　
2
ヵ
年
の
学
習
を
通
し
、
社
会
人
と
し
て
女
性
と
し
て
求

め
ら
れ
る
素
養
が
備
わ
り
、
所
定
の
単
位
を
取
得
し
た
学
生

に
対
し
て
卒
業
を
認
定
し
ま
す
。

1. 

社
会
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
将
来
へ
の
意
欲
と
、
責
任

感
・
協
調
性
が
身
に
つ
い
て
い
る

2. 

地
域
を
支
え
る
一
員
と
し
て
の
意
識
が
身
に
つ
い
て
い
る

3. 

大
人
の
女
性
と
し
て
の
感
性
、
教
養
、
マ
ナ
ー
が
身
に

つ
い
て
い
る

4. 

組
織
人
と
し
て
の
問
題
発
見
・
対
応
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
が
身
に
つ
い
て
い
る

5. 

職
業
人
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
、
基
礎
的
な
知
識
お
よ

び
実
務
能
力
が
身
に
つ
い
て
い
る

　
以
上
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
に
沿
っ
た
「
星
短
教
育
」
は
、

地
元
（
延
い
て
は
日
本
、世
界
）
が
求
め
る
広
義
の
「
職
業
教
育
」

そ
の
も
の
で
す
。
是
非
、
皆
様
、
星
短
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
今
年
3
月
の
卒
業
生
が
、「
多
く
の
人
の
役
に
立
つ

仕
事
を
す
る
の
が
夢
で
し
た
。
公
務
員
に
な
れ
た
今
は
、
20
年

生
ま
れ
育
っ
て
き
た
石
川
県
の
人
々
の
た
め
に
働
い
て
恩
返
し

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」、
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
星
短
は
輝
き
を
増
し
続
け
ま
す
、
夢
を
力
に（D

ream
s for 

the F
uture

）!

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部  

学
長  

篠
崎 

尚
夫
（
写
真
右
）

新学長就任の挨拶
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金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部
の
平
成
25

年
度
就
職
状
況
は
、全
卒
業
生
を
母
数
と
す
る
就

職
率
が
96
・
0
％
と
、大
変
良
い
結
果
を
残
し
ま

し
た
。ま
た
最
終
的
な
結
果
だ
け
で
は
な
く
、就

職
先
企
業
の「
顔
ぶ
れ
」、就
職
が
決
ま
る「
タ
イ

ミ
ン
グ
の
早
さ
」も
特
徴
的
で
す
。

　
ま
ず「
顔
ぶ
れ
」の
面
か
ら
見
る
と
、地
元
金
融

機
関
か
ら
も
多
く
の
内
定
を
獲
得
し
、ま
た
石
川

県
庁
に
２
名
、神
戸
市
役
所
・
津
幡
町
役
場
に
各

１
名
と
、公
務
員
採
用
で
も
優
れ
た
成
果
を
出
し

て
い
ま
す
。金
沢
星
稜
大
学
か
ら
で
さ
え
採
用
の

前
例
が
な
い
就
職
先
に
、短
期
大
学
部
生
が
続
々

と
就
職
を
達
成
で
き
ま
し
た
。

　
次
に「
タ
イ
ミ
ン
グ
」の
点
で
は
、８
月
ま
で
内

定
者
の
数
が
前
年
同
時
期
の
２
倍
以
上
の
水
準

で
推
移
し
て
き
ま
し
た
。全
体
的
に
内
定
獲
得
の

タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
ま
っ
た
の
は
、学
生
へ
の
就
職

支
援
の
ス
タ
ー
ト
時
期
を
前
年
か
ら
大
幅
に
前

倒
し
し
た
こ
と
の
成
果
だ
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、短
大
生
に
は
敷
居
の
高
い
外
部
の
就
職

説
明
会
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
大
学
生
と
競

わ
せ
る
な
ど
、学
生
に
求
め
る
意
識
や
能
力
の
基

準
を
高
め
た
指
導
を
日
常
的
に
行
い
ま
し
た
。か

つ
て
は
、大
学
生
と
短
大
生
は
一
見
し
て
違
い
が

わ
か
り
ま
し
た
が
、今
で
は
大
学
生
と
並
ん
で
も

遜
色
の
な
い
雰
囲
気
を
持
つ
短
期
大
学
部
生
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
に
卒
業
す
る
現
２
年
次
の
就
職
状
況

　
本
校
の
平
成
26
年
度
の
大
学
入
試
実
績
は
、質
・

量
と
も
に
前
年
度
を
大
幅
に
上
回
り
、さ
ら
に
躍
進

し
ま
し
た
。国
公
立
大
は
、前
年
度
よ
り
44
名
多
い

1
6
3
名
と
な
り
、う
ち
現
役
合
格
は
1
3
4
名
。

目
標
と
し
て
い
た「
現
役
国
公
立
大
合
格
者
1
0
0

名
以
上
」を
2
年
連
続
で
達
成
し
ま
し
た
。難
関
国

立
10
大
学
に
つ
い
て
も
合
格
者
が
10
名
か
ら
16
名

に
増
え
、私
立
高
で
は
県
内
ト
ッ
プ
、公
立
高
を
含

め
て
も
5
位
と
高
い
実
績
を
残
し
ま
し
た
。ま
た
地

元
の
金
沢
大
に
は
27
名
、富
大
に
は
30
名
と
い
ず
れ

も
前
年
度
を
上
回
る
合
格
者
数
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、私
大
は
早
稲
田
が
8
名
、慶
応
が
3
名
を

は
じ
め
、前
年
度
比
1
8
0
名
増
の
1
1
1
8
名

が
合
格
し
ま
し
た
。M
A
R
C
H
に
つ
い
て
は
28

名
か
ら
倍
増
以
上
の
61
名
、関
関
同
立
も
1
0
5

名
か
ら
1
7
3
名
と
1.
6
倍
に
増
え
、合
格
者
数

は
県
内
ト
ッ
プ
で
し
た
。

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部

期
待
に
応
え
る
就
職
の
強
さ
で

入
学
希
望
者
が
定
員
を
超
え
る

稲置学園各設置校  平成25年度を振り返って特 集

星稜高等学校  主要大学合格者数

金沢大
富山大
福井大
富山県立大
石川県立看護大
石川県立大
福井県立大

北海道大
東北大
名古屋大
京都大
大阪大
神戸大

金沢大

新潟大
千葉大

お茶の水女子大
横浜国立大
岡山大
広島大
首都大東京
大阪府立大

早稲田大
慶応義塾大
明治大
青山学院大
立教大
法政大
中央大
東京理科大
関西学院大
関西大
同志社大
立命館大

地元大学

難関国立10大学

国立大学
医学部医学科

主要国公立大学

難関私立13大学

27
30
３
3
1
5
4
73
3
4
2
１
３
3
16

1

1
3
１
1
1
１
２
2
3

163

8
３
17
4
３
24
13
5
21
39
27
86
250
1118

（現役134）

国公立大学

私立大学

地元大学 計

難関国立10大学　計

国立大学医学部医学科　計

国公立大　総計

難関私立13大学　計
私立大学　総計

　
生
徒
た
ち
の
努
力
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、躍
進
の
鍵
は
、教
員
の
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い

地
道
な
取
り
組
み
と
き
め
細
か
い
指
導
に
あ
る
と

評
価
し
て
い
ま
す
。担
任
や
学
年
担
任
教
員
は
空

き
時
間
に
授
業
を
巡
回
し
、生
徒
た
ち
の
様
子
を

つ
ぶ
さ
に
観
察
し
て
、一
人
ひ
と
り
に
し
っ
か
り

目
配
り
し
な
が
ら
指
導
し
て
き
た
の
が
功
を
奏
し

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
校
は「
知
育
・
徳
育
・
体
育
」の
バ
ラ
ン
ス
を
重

視
し
、生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
能
力
を
引
き

出
し
て
伸
ば
す
教
育
を
基
本
理
念
と
し
て
、生
徒

た
ち
が
主
体
的
に
学
び
、切
磋
琢
磨
で
き
る
環
境

を
整
え
て
、建
学
の
精
神
で
あ
る「
誠
実
に
し
て
社

会
に
役
立
つ
人
間
の
育
成
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
中
期
計
画
で
は
、5
年
後
の
イ
メ
ー
ジ

と
し
て「
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
充
実
し
た
進
学
校
」

を
掲
げ
、計
画
目
標
に「
進
学
校
」と
い
う
言
葉
を

初
め
て
使
い
ま
し
た
。

　
実
現
に
向
け
て
、英
語
・
理
数
・I
C
T
教
育
の
質

向
上
を
図
り
、国
公
立
大
や
難
関
私
大
へ
の
進
学
を

強
化
し
ま
す
。教
職
員
に
対
し
て
は
難
関
国
立
10
大

学
、難
関
私
大
、地
元
国
立
大
の
合
格
者
数
を
増
や

す
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、受
験
校
を
選

択
す
る
最
終
段
階
に
お
い
て
は「
押
し
付
け
で
は
な

く
、あ
く
ま
で
も
生
徒
本
意
」を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　
本
校
が
大
学
入
試
対
策
を
重
視
し
て
い
る
の

は
、生
徒
自
身
や
保
護
者
の
皆
様
の
多
く
が
そ
れ

を
強
く
期
待
し
て
い
る
か
ら
で
す
。保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の「
本
校
を
選
ん
だ
理
由
」で
は「
進
学
実

績
の
高
さ
」と
い
う
回
答
が
圧
倒
的
に
多
く
、「
学

校
に
期
待
す
る
こ
と
」で
も
ほ
ぼ
全
員
が「
進
学
・

就
職
の
支
援
」と
答
え
て
い
ま
す
。そ
の
期
待
に
応

え
、満
足
し
て
い
た
だ
く
こ
と
こ
そ
が
本
校
の
使

命
で
す
。来
年
も
そ
の
責
任
を
果
た
し
、さ
ら
に
よ

い
結
果
を
出
せ
る
よ
う
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
生

徒
た
ち
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

星稜高等学校 校長

干場 久男
星稜高等学校 校長

干場 久男

※全国平均は文部科学省発表値に基づく

就職率
（内定者÷全卒業者）

92.3％

67.3％
平成24年度
全国平均

金
沢
星
稜
大
学

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部

就職率
（内定者÷全卒業者）

96.0％
就職内定率

（内定者÷就職希望者）

98.0％

も
、25
年
度
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
内
定
を
獲
得
し

て
い
ま
す
。７
年
ぶ
り
に
日
本
銀
行
へ
の
就
職
者

を
出
し
ま
し
た
。今
後
、大
手
企
業
の
採
用
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
の
時
期
を
過
ぎ
れ
ば
、さ
ら

に
内
定
者
の
数
は
増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。ぜ
ひ

知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、「
他
の
短

大
に
は
、こ
の
時
期
に
ま
だ
就
職
活
動
自
体
が
始

ま
っ
て
い
な
い
学
校
も
多
々
あ
る
」と
い
う
事
実

で
す
。本
学
な
ら
で
は
の
就
職
支
援
へ
の
姿
勢

が
、他
校
に
は
な
い
本
学
の
強
み
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
就
職
と
い
う「
出
口
」で
強
さ
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
な
り
、入
学
と
い
う「
入
口
」に
も
良
い
影

響
が
表
れ
始
め
ま
し
た
。全
国
の
短
期
大
学
が
入

学
者
数
確
保
に
苦
し
む
中
で
、金
沢
星
稜
大
学
女

子
短
期
大
学
部
は
入
学
者
が
定
員
数
を
超
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
同
時
に
、学
生
や
保

護
者
の
皆
さ
ん
の
就
職
へ
の
期
待
が
今
ま
で
以
上

に
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
も
意
味
し
て
い
ま
す
。そ

の
期
待
に
応
え
続
け
る
こ
と
が
、私
た
ち
進
路
支

援
セ
ン
タ
ー
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
な
就
職
先

日
成
ビ
ル
ド
工
業
、積
水
ハ
ウ
ス
、高
桑
美
術
印
刷
、ヨ
シ

ダ
印
刷
、E
N
E
O
S
グ
ロ
ー
ブ
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ
ン

シ
ュ
ー
マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、石
川
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・セ

ン
タ
ー
、東
日
本
旅
客
鉄
道
、西
日
本
旅
客
鉄
道
、北
陸
鉄

道
、ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
ロ
ジ
テ
ム
、日
本
通
運
、ヤ
マ
ト
運

輸
、日
本
郵
便
、あ
ら
た
、シ
ン
コ
ー
ル
、サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ

リ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
、カ
ナ
カ
ン
、日
産
部
品
北
陸
販
売
、三

谷
産
業
、北
陸
コ
カ・コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
、キ
ャ
ノ
ン
シ

ス
テ
ム
ア
ン
ド
サ
ポ
ー
ト
、コ
マ
ツ
リ
フ
ト
、冨
木
医
療
器
、

ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
、金
沢
名
鉄
丸
越
百
貨
店
、ユ
ニ
ー
、セ

ブ
ン･

イ
レ
ブ
ン・ジ
ャ
パ
ン
、第
一
生
命
保
険
、東
京
海
上

日
動
火
災
保
険
、三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
、信
金
中
央

金
庫
、北
陸
労
働
金
庫
、金
沢
信
用
金
庫
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
カ
イ
、近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
、エ
イ
ム
、生
活

協
同
組
合
コ
ー
プ
い
し
か
わ
、国
立
病
院
機
構
、日
本
赤

十
字
社
兵
庫
県
支
部
、金
沢
病
院
、金
沢
弁
護
士
会
な
ど

●
公
務
員 ※

（
　
）内
は
人
数

国
家
一
般
職（
3
）、国
立
大
学
法
人
等
職
員
、裁
判
所
事

務
官
、自
衛
隊（
2
）、金
沢
市
役
所（
2
）珠
洲
市
役
所
、

高
岡
市
役
所（
2
）、立
山
町
役
場
、石
川
県
公
立
小
学
校

教
員（
7
）、千
葉
県
公
立
小
学
校
教
員（
2
）、大
阪
府

公
立
小
学
校
教
員
、石
川
県
公
立
中
学
校
保
健
体
育

ほ
か
県
警・消
防
に
21
名
が
合
格
し
ま
し
た

主
な
就
職
先

●
事
務
職

北
陸
電
力
、澁
谷
工
業
、中
村
留
精
密
工
業
、ニ
ッ
コ
ー
、

ホ
ク
シ
ョ
ー
、ワ
ク
ラ
村
田
製
作
所
、丸
井
織
物
、一
村
産

業
、積
水
ハ
ウ
ス
、ア
イ
ワ
ホ
ー
ム
、中
央
設
計
技
術
研

究
所
、へ
リ
ッ
ク
ス・ケ
ア
フ
ァ
ー
マ（
は
な
の
木
薬
局
）、

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
石
川
南
、日
産
部
品
北
陸
販
売
、疋
田
産

業
、辻
さ
く
、北
陸
銀
行
、福
邦
銀
行
、金
沢
信
用
金
庫
、

興
能
信
用
金
庫
、今
村
証
券
、北
国
イ
ン
テ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
、Ｊ
Ａ
富
山
市
、Ｊ
Ａ
加
賀
、富
山
県
中
央
自
動
車
学

校
、金
沢
弁
護
士
会
、木
島
病
院
、小
池
病
院
、東
浅
川
保

育
園
な
ど

●
販
売
職

ミ
キ
ハ
ウ
ス
、ア
ル
ビ
ス
、エ
ー
ビ
ー
シ
ー・マ
ー
ト
、石

川
県
観
光
物
産
館

●
そ
の
他

ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、ス
ズ
キ
自

販
北
陸
、ヨ
シ
ケ
イ
石
川
、ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
石
川
、

エ
イ
ム
、ア
イ・ケ
イ・ケ
イ
、ダ
ス
キ
ン
北
陸

●
公
務
員 ※

（
　
）内
は
人
数

石
川
県
庁（
2
）、神
戸
市
役
所
、津
幡
町
役
場

星稜高等学校 進学状況報告

大学入試実績は
前年度を上回り、さらに躍進

星
稜
高
等
学
校

国
公
立
大
に
1
3
4
名
が
現
役
合
格

期
待
に
応
え
る
こ
と
が
使
命

75.8％
平成24年度
全国平均

就職内定率
（内定者÷就職希望者）

99.3％
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金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部
の
平
成
25

年
度
就
職
状
況
は
、全
卒
業
生
を
母
数
と
す
る
就

職
率
が
96
・
0
％
と
、大
変
良
い
結
果
を
残
し
ま

し
た
。ま
た
最
終
的
な
結
果
だ
け
で
は
な
く
、就

職
先
企
業
の「
顔
ぶ
れ
」、就
職
が
決
ま
る「
タ
イ

ミ
ン
グ
の
早
さ
」も
特
徴
的
で
す
。

　
ま
ず「
顔
ぶ
れ
」の
面
か
ら
見
る
と
、地
元
金
融

機
関
か
ら
も
多
く
の
内
定
を
獲
得
し
、ま
た
石
川

県
庁
に
２
名
、神
戸
市
役
所
・
津
幡
町
役
場
に
各

１
名
と
、公
務
員
採
用
で
も
優
れ
た
成
果
を
出
し

て
い
ま
す
。金
沢
星
稜
大
学
か
ら
で
さ
え
採
用
の

前
例
が
な
い
就
職
先
に
、短
期
大
学
部
生
が
続
々

と
就
職
を
達
成
で
き
ま
し
た
。

　
次
に「
タ
イ
ミ
ン
グ
」の
点
で
は
、８
月
ま
で
内

定
者
の
数
が
前
年
同
時
期
の
２
倍
以
上
の
水
準

で
推
移
し
て
き
ま
し
た
。全
体
的
に
内
定
獲
得
の

タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
ま
っ
た
の
は
、学
生
へ
の
就
職

支
援
の
ス
タ
ー
ト
時
期
を
前
年
か
ら
大
幅
に
前

倒
し
し
た
こ
と
の
成
果
だ
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、短
大
生
に
は
敷
居
の
高
い
外
部
の
就
職

説
明
会
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
大
学
生
と
競

わ
せ
る
な
ど
、学
生
に
求
め
る
意
識
や
能
力
の
基

準
を
高
め
た
指
導
を
日
常
的
に
行
い
ま
し
た
。か

つ
て
は
、大
学
生
と
短
大
生
は
一
見
し
て
違
い
が

わ
か
り
ま
し
た
が
、今
で
は
大
学
生
と
並
ん
で
も

遜
色
の
な
い
雰
囲
気
を
持
つ
短
期
大
学
部
生
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
に
卒
業
す
る
現
２
年
次
の
就
職
状
況

　
本
校
の
平
成
26
年
度
の
大
学
入
試
実
績
は
、質
・

量
と
も
に
前
年
度
を
大
幅
に
上
回
り
、さ
ら
に
躍
進

し
ま
し
た
。国
公
立
大
は
、前
年
度
よ
り
44
名
多
い

1
6
3
名
と
な
り
、う
ち
現
役
合
格
は
1
3
4
名
。

目
標
と
し
て
い
た「
現
役
国
公
立
大
合
格
者
1
0
0

名
以
上
」を
2
年
連
続
で
達
成
し
ま
し
た
。難
関
国

立
10
大
学
に
つ
い
て
も
合
格
者
が
10
名
か
ら
16
名

に
増
え
、私
立
高
で
は
県
内
ト
ッ
プ
、公
立
高
を
含

め
て
も
5
位
と
高
い
実
績
を
残
し
ま
し
た
。ま
た
地

元
の
金
沢
大
に
は
27
名
、富
大
に
は
30
名
と
い
ず
れ

も
前
年
度
を
上
回
る
合
格
者
数
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、私
大
は
早
稲
田
が
8
名
、慶
応
が
3
名
を

は
じ
め
、前
年
度
比
1
8
0
名
増
の
1
1
1
8
名

が
合
格
し
ま
し
た
。M
A
R
C
H
に
つ
い
て
は
28

名
か
ら
倍
増
以
上
の
61
名
、関
関
同
立
も
1
0
5

名
か
ら
1
7
3
名
と
1.
6
倍
に
増
え
、合
格
者
数

は
県
内
ト
ッ
プ
で
し
た
。

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部

期
待
に
応
え
る
就
職
の
強
さ
で

入
学
希
望
者
が
定
員
を
超
え
る

稲置学園各設置校  平成25年度を振り返って特 集

星稜高等学校  主要大学合格者数

金沢大
富山大
福井大
富山県立大
石川県立看護大
石川県立大
福井県立大

北海道大
東北大
名古屋大
京都大
大阪大
神戸大

金沢大

新潟大
千葉大

お茶の水女子大
横浜国立大
岡山大
広島大
首都大東京
大阪府立大

早稲田大
慶応義塾大
明治大
青山学院大
立教大
法政大
中央大
東京理科大
関西学院大
関西大
同志社大
立命館大

地元大学

難関国立10大学

国立大学
医学部医学科

主要国公立大学

難関私立13大学

27
30
３
3
1
5
4
73
3
4
2
１
３
3
16

1

1
3
１
1
1
１
２
2
3

163

8
３
17
4
３
24
13
5
21
39
27
86
250
1118

（現役134）

国公立大学

私立大学

地元大学 計

難関国立10大学　計

国立大学医学部医学科　計

国公立大　総計

難関私立13大学　計
私立大学　総計

　
生
徒
た
ち
の
努
力
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、躍
進
の
鍵
は
、教
員
の
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い

地
道
な
取
り
組
み
と
き
め
細
か
い
指
導
に
あ
る
と

評
価
し
て
い
ま
す
。担
任
や
学
年
担
任
教
員
は
空

き
時
間
に
授
業
を
巡
回
し
、生
徒
た
ち
の
様
子
を

つ
ぶ
さ
に
観
察
し
て
、一
人
ひ
と
り
に
し
っ
か
り

目
配
り
し
な
が
ら
指
導
し
て
き
た
の
が
功
を
奏
し

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
校
は「
知
育
・
徳
育
・
体
育
」の
バ
ラ
ン
ス
を
重

視
し
、生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
能
力
を
引
き

出
し
て
伸
ば
す
教
育
を
基
本
理
念
と
し
て
、生
徒

た
ち
が
主
体
的
に
学
び
、切
磋
琢
磨
で
き
る
環
境

を
整
え
て
、建
学
の
精
神
で
あ
る「
誠
実
に
し
て
社

会
に
役
立
つ
人
間
の
育
成
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
中
期
計
画
で
は
、5
年
後
の
イ
メ
ー
ジ

と
し
て「
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
充
実
し
た
進
学
校
」

を
掲
げ
、計
画
目
標
に「
進
学
校
」と
い
う
言
葉
を

初
め
て
使
い
ま
し
た
。

　
実
現
に
向
け
て
、英
語
・
理
数
・I
C
T
教
育
の
質

向
上
を
図
り
、国
公
立
大
や
難
関
私
大
へ
の
進
学
を

強
化
し
ま
す
。教
職
員
に
対
し
て
は
難
関
国
立
10
大

学
、難
関
私
大
、地
元
国
立
大
の
合
格
者
数
を
増
や

す
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、受
験
校
を
選

択
す
る
最
終
段
階
に
お
い
て
は「
押
し
付
け
で
は
な

く
、あ
く
ま
で
も
生
徒
本
意
」を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　
本
校
が
大
学
入
試
対
策
を
重
視
し
て
い
る
の

は
、生
徒
自
身
や
保
護
者
の
皆
様
の
多
く
が
そ
れ

を
強
く
期
待
し
て
い
る
か
ら
で
す
。保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の「
本
校
を
選
ん
だ
理
由
」で
は「
進
学
実

績
の
高
さ
」と
い
う
回
答
が
圧
倒
的
に
多
く
、「
学

校
に
期
待
す
る
こ
と
」で
も
ほ
ぼ
全
員
が「
進
学
・

就
職
の
支
援
」と
答
え
て
い
ま
す
。そ
の
期
待
に
応

え
、満
足
し
て
い
た
だ
く
こ
と
こ
そ
が
本
校
の
使

命
で
す
。来
年
も
そ
の
責
任
を
果
た
し
、さ
ら
に
よ

い
結
果
を
出
せ
る
よ
う
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
生

徒
た
ち
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

星稜高等学校 校長

干場 久男
星稜高等学校 校長

干場 久男

※全国平均は文部科学省発表値に基づく

就職率
（内定者÷全卒業者）

92.3％

67.3％
平成24年度
全国平均

金
沢
星
稜
大
学

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部

就職率
（内定者÷全卒業者）

96.0％
就職内定率

（内定者÷就職希望者）

98.0％

も
、25
年
度
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
内
定
を
獲
得
し

て
い
ま
す
。７
年
ぶ
り
に
日
本
銀
行
へ
の
就
職
者

を
出
し
ま
し
た
。今
後
、大
手
企
業
の
採
用
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
の
時
期
を
過
ぎ
れ
ば
、さ
ら

に
内
定
者
の
数
は
増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。ぜ
ひ

知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、「
他
の
短

大
に
は
、こ
の
時
期
に
ま
だ
就
職
活
動
自
体
が
始

ま
っ
て
い
な
い
学
校
も
多
々
あ
る
」と
い
う
事
実

で
す
。本
学
な
ら
で
は
の
就
職
支
援
へ
の
姿
勢

が
、他
校
に
は
な
い
本
学
の
強
み
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
就
職
と
い
う「
出
口
」で
強
さ
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
な
り
、入
学
と
い
う「
入
口
」に
も
良
い
影

響
が
表
れ
始
め
ま
し
た
。全
国
の
短
期
大
学
が
入

学
者
数
確
保
に
苦
し
む
中
で
、金
沢
星
稜
大
学
女

子
短
期
大
学
部
は
入
学
者
が
定
員
数
を
超
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
同
時
に
、学
生
や
保

護
者
の
皆
さ
ん
の
就
職
へ
の
期
待
が
今
ま
で
以
上

に
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
も
意
味
し
て
い
ま
す
。そ

の
期
待
に
応
え
続
け
る
こ
と
が
、私
た
ち
進
路
支

援
セ
ン
タ
ー
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
な
就
職
先

日
成
ビ
ル
ド
工
業
、積
水
ハ
ウ
ス
、高
桑
美
術
印
刷
、ヨ
シ

ダ
印
刷
、E
N
E
O
S
グ
ロ
ー
ブ
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ
ン

シ
ュ
ー
マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、石
川
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・セ

ン
タ
ー
、東
日
本
旅
客
鉄
道
、西
日
本
旅
客
鉄
道
、北
陸
鉄

道
、ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
ロ
ジ
テ
ム
、日
本
通
運
、ヤ
マ
ト
運

輸
、日
本
郵
便
、あ
ら
た
、シ
ン
コ
ー
ル
、サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ

リ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
、カ
ナ
カ
ン
、日
産
部
品
北
陸
販
売
、三

谷
産
業
、北
陸
コ
カ・コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
、キ
ャ
ノ
ン
シ

ス
テ
ム
ア
ン
ド
サ
ポ
ー
ト
、コ
マ
ツ
リ
フ
ト
、冨
木
医
療
器
、

ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
、金
沢
名
鉄
丸
越
百
貨
店
、ユ
ニ
ー
、セ

ブ
ン･

イ
レ
ブ
ン・ジ
ャ
パ
ン
、第
一
生
命
保
険
、東
京
海
上

日
動
火
災
保
険
、三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
、信
金
中
央

金
庫
、北
陸
労
働
金
庫
、金
沢
信
用
金
庫
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
カ
イ
、近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
、エ
イ
ム
、生
活

協
同
組
合
コ
ー
プ
い
し
か
わ
、国
立
病
院
機
構
、日
本
赤

十
字
社
兵
庫
県
支
部
、金
沢
病
院
、金
沢
弁
護
士
会
な
ど

●
公
務
員 ※

（
　
）内
は
人
数

国
家
一
般
職（
3
）、国
立
大
学
法
人
等
職
員
、裁
判
所
事

務
官
、自
衛
隊（
2
）、金
沢
市
役
所（
2
）珠
洲
市
役
所
、

高
岡
市
役
所（
2
）、立
山
町
役
場
、石
川
県
公
立
小
学
校

教
員（
7
）、千
葉
県
公
立
小
学
校
教
員（
2
）、大
阪
府

公
立
小
学
校
教
員
、石
川
県
公
立
中
学
校
保
健
体
育

ほ
か
県
警・消
防
に
21
名
が
合
格
し
ま
し
た

主
な
就
職
先

●
事
務
職

北
陸
電
力
、澁
谷
工
業
、中
村
留
精
密
工
業
、ニ
ッ
コ
ー
、

ホ
ク
シ
ョ
ー
、ワ
ク
ラ
村
田
製
作
所
、丸
井
織
物
、一
村
産

業
、積
水
ハ
ウ
ス
、ア
イ
ワ
ホ
ー
ム
、中
央
設
計
技
術
研

究
所
、へ
リ
ッ
ク
ス・ケ
ア
フ
ァ
ー
マ（
は
な
の
木
薬
局
）、

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
石
川
南
、日
産
部
品
北
陸
販
売
、疋
田
産

業
、辻
さ
く
、北
陸
銀
行
、福
邦
銀
行
、金
沢
信
用
金
庫
、

興
能
信
用
金
庫
、今
村
証
券
、北
国
イ
ン
テ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
、Ｊ
Ａ
富
山
市
、Ｊ
Ａ
加
賀
、富
山
県
中
央
自
動
車
学

校
、金
沢
弁
護
士
会
、木
島
病
院
、小
池
病
院
、東
浅
川
保

育
園
な
ど

●
販
売
職

ミ
キ
ハ
ウ
ス
、ア
ル
ビ
ス
、エ
ー
ビ
ー
シ
ー・マ
ー
ト
、石

川
県
観
光
物
産
館

●
そ
の
他

ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、ス
ズ
キ
自

販
北
陸
、ヨ
シ
ケ
イ
石
川
、ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
石
川
、

エ
イ
ム
、ア
イ・ケ
イ・ケ
イ
、ダ
ス
キ
ン
北
陸

●
公
務
員 ※

（
　
）内
は
人
数

石
川
県
庁（
2
）、神
戸
市
役
所
、津
幡
町
役
場

星稜高等学校 進学状況報告

大学入試実績は
前年度を上回り、さらに躍進

星
稜
高
等
学
校

国
公
立
大
に
1
3
4
名
が
現
役
合
格

期
待
に
応
え
る
こ
と
が
使
命

75.8％
平成24年度
全国平均

就職内定率
（内定者÷就職希望者）

99.3％
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キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
も

変
わ
ら
な
い
喜
び
と
難
し
さ

　
星
稜
幼
稚
園
の
教
育
の
良
い
と
こ
ろ
は
、

の
び
の
び
と
育
て
る
教
育
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
「
ア
レ
を

し
な
さ
い
、
コ
レ
を
し
な
さ
い
」
と
は
ほ
と
ん

ど
言
い
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
「
し

た
い
」
と
思
う
こ
と
を
支
え
、
そ
こ
を
発
端

に
し
て
成
長
へ
導
い
て
い
く
の
が
星
稜
の
教

育
。
あ
く
ま
で
も
子
ど
も
た
ち
が
起
点
な
ん

で
す
。

　
今
、
子
育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、

普
段
ご
家
庭
で
ど
の
よ
う
に
お
子
様
と
接
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
何
で
も
用
意
し

て
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
時
に
は
お
子
様
自

身
が
考
え
る
た
め
の
時
間
を
作
っ
て
あ
げ
る

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
ど

星
稜
幼
稚
園
の
教
育
は

あ
く
ま
で
も
子
ど
も
が
起
点

も
が
悩
み
、
考
え
る
姿
を
見
守
っ
て
あ
げ
る

こ
と
も
、
お
子
様
の
成
長
に
と
っ
て
大
切
な

環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
も
今
、
子
育
て
の
真
っ
最
中
で
す
。

お
母
さ
ん
と
し
て
の
気
持
ち
も
わ
か
る
よ
う

に
な
り
、あ
ら
た
め
て「
お
母
さ
ん
は
大
変
だ
」

と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
成
長
の
た
め
に
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

と
私
た
ち
幼
稚
園
の
信
頼
関
係
も
非
常
に
重

要
で
す
。
保
護
者
の
方
々
と
し
っ
か
り
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
力
を

合
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
幼
稚
園
教
諭
に
な
ろ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
、
子
ど
も
が
好
き
で
、
子
ど
も

た
ち
と
ふ
れ
あ
え
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考

え
た
か
ら
で
し
た
。
星
稜
幼
稚
園
に
務
め
て

も
う
15
年
に
な
り
ま
す
が
、
根
底
に
あ
る
そ

の
気
持
ち
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
に
や
り
が
い
を
感
じ
た
り
、「
先

生
が
好
き
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
瞬
間
が
喜

び
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
キ
ャ
リ
ア
を
積

ん
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
は
、
こ
の
仕
事
の
難
し
さ
も
同
じ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ひ
と
り
ひ
と
り
違
う
子
ど

も
た
ち
に
、
そ
の
子
に
合
っ
た
接
し
方
で
成

長
へ
と
導
い
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
は
、
教

師
と
し
て
の
経
験
を
重
ね
た
今
も
同
じ
で
す
。

第24回星稜教職員バトンメッセージ

　
幼
稚
園
は
、
子
ど
も
が
初
め
て
出
会
う
社

会
で
す
。
社
会
性
を
養
っ
て
い
く
過
程
で
、

子
ど
も
た
ち
同
士
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ

と
も
当
然
あ
り
ま
す
。
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
を
貴

重
な
経
験
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
つ

な
げ
る
た
め
に
、
何
を
ど
う
伝
え
る
か
が
重

要
。
誰
に
で
も
通
用
す
る
正
解
は
な
く
、
ひ

と
り
ひ
と
り
の
子
に
適
し
た
指
導
法
を
見
つ

け
、
実
践
す
る
の
が
私
た
ち
の
役
割
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
日
々
の
経
験
を
通
じ
て

ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
４
月
に
入

園
し
た
子
ど
も
た
ち
も
、
こ
の
数
ヶ
月
で
実

感
で
き
る
ほ
ど
成
長
し
て
い
ま
す
。
成
長
し

て
い
く
そ
の
姿
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
毎
日

の
仕
事
の
喜
び
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

常に子どもたちの目線に寄り添うことが目標

いつまでも子どもたちと走り回る先生でいたい

4
月
12
日（
土
）、体
育
館
に
て
大
学
の

新
入
生
歓
迎
祭
が
開
催
さ
れ
、約
5
5
0

名
の
新
入
生
が
参
加
し
ま
し
た
。毎
年
恒

例
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
や
ビ
ン

ゴ
大
会
、ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
紹
介
な
ど
の

企
画
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

4
月
2
日
（
水
）、
石
川
県
立
音
楽
堂
に

お
い
て
平
成
26
年
度
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
典
で
在
学
生
が
学
歌
を
披
露
し
、

歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
て
、
新
入
生
を
歓
迎

し
ま
し
た
。 学

生
生
活
の
始
ま
り

大短

新
入
生
歓
迎
祭
開
催
！

大短

5
月
19
日（
月
）、ロ
シ
ア
か
ら
5
名
・

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
6
名
の
短
期
留
学
生
が

来
学
し
、6
月
11
日（
水
）ま
で
の
約
3
週

間
、本
学
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。学
生
ホ
ー
ル
で
日
本
人
学
生
と
会

話
レ
ッ
ス
ン
を
し
た
り
、日
本
文
化
・
伝
統

体
験
・
観
光（
輪
島
・
兼
六
園
・
ひ
が
し
茶
屋

街
・
白
川
郷
）な
ど
へ
行
き
、有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

か
ら
の
短
期
留
学
生

大

4
月
7
日（
月
）、体
育
館・食
堂
2
F
で

短
期
大
学
部
の
新
入
生
歓
迎
祭「
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
＆
1
0
0
人
カ
レ
ー
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。新
入
生
約
1
5
0
名
が
ク
ラ
ス
ご
と
に

分
か
れ
ス
ポ
ー
ツ
と
カ
レ
ー
作
り
に
取
り
組

み
、新
入
生
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

百万石踊り流しで星稜行列！
6月7日(土)、今年もチーム星稜

で百万石踊り

流しに参加しました。学生・園児
・留学生・教職

員らおよそ150名で“星稜”の
文字が描かれ

た浴衣や法被を着て、「せいりょ
う」の掛け声を

発しながら街中を踊り歩きました
。
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い
と
こ
ろ
は
、

の
び
の
び
と
育
て
る
教
育
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
「
ア
レ
を

し
な
さ
い
、
コ
レ
を
し
な
さ
い
」
と
は
ほ
と
ん

ど
言
い
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
「
し

た
い
」
と
思
う
こ
と
を
支
え
、
そ
こ
を
発
端

に
し
て
成
長
へ
導
い
て
い
く
の
が
星
稜
の
教

育
。
あ
く
ま
で
も
子
ど
も
た
ち
が
起
点
な
ん

で
す
。

　
今
、
子
育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、

普
段
ご
家
庭
で
ど
の
よ
う
に
お
子
様
と
接
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
何
で
も
用
意
し

て
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
時
に
は
お
子
様
自

身
が
考
え
る
た
め
の
時
間
を
作
っ
て
あ
げ
る

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
ど

星
稜
幼
稚
園
の
教
育
は

あ
く
ま
で
も
子
ど
も
が
起
点

も
が
悩
み
、
考
え
る
姿
を
見
守
っ
て
あ
げ
る

こ
と
も
、
お
子
様
の
成
長
に
と
っ
て
大
切
な

環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
も
今
、
子
育
て
の
真
っ
最
中
で
す
。

お
母
さ
ん
と
し
て
の
気
持
ち
も
わ
か
る
よ
う

に
な
り
、あ
ら
た
め
て「
お
母
さ
ん
は
大
変
だ
」

と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
成
長
の
た
め
に
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

と
私
た
ち
幼
稚
園
の
信
頼
関
係
も
非
常
に
重

要
で
す
。
保
護
者
の
方
々
と
し
っ
か
り
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
力
を

合
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
幼
稚
園
教
諭
に
な
ろ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
、
子
ど
も
が
好
き
で
、
子
ど
も

た
ち
と
ふ
れ
あ
え
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考

え
た
か
ら
で
し
た
。
星
稜
幼
稚
園
に
務
め
て

も
う
15
年
に
な
り
ま
す
が
、
根
底
に
あ
る
そ

の
気
持
ち
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
に
や
り
が
い
を
感
じ
た
り
、「
先

生
が
好
き
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
瞬
間
が
喜

び
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
キ
ャ
リ
ア
を
積

ん
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
は
、
こ
の
仕
事
の
難
し
さ
も
同
じ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ひ
と
り
ひ
と
り
違
う
子
ど

も
た
ち
に
、
そ
の
子
に
合
っ
た
接
し
方
で
成

長
へ
と
導
い
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
は
、
教

師
と
し
て
の
経
験
を
重
ね
た
今
も
同
じ
で
す
。

第24回星稜教職員バトンメッセージ

　
幼
稚
園
は
、
子
ど
も
が
初
め
て
出
会
う
社

会
で
す
。
社
会
性
を
養
っ
て
い
く
過
程
で
、

子
ど
も
た
ち
同
士
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ

と
も
当
然
あ
り
ま
す
。
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
を
貴

重
な
経
験
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
つ

な
げ
る
た
め
に
、
何
を
ど
う
伝
え
る
か
が
重

要
。
誰
に
で
も
通
用
す
る
正
解
は
な
く
、
ひ

と
り
ひ
と
り
の
子
に
適
し
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指
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を
見
つ

け
、
実
践
す
る
の
が
私
た
ち
の
役
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だ
と
考

え
て
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ま
す
。

　
子
ど
も
た
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は
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日
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通
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ど
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ど
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成
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し
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ま
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き
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し
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思
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。

常に子どもたちの目線に寄り添うことが目標
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4
月
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土
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大
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入
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歓
迎
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催
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5
5
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ソ
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ボ
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介
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企
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行
わ
れ
ま
し
た
。

4
月
2
日
（
水
）、
石
川
県
立
音
楽
堂
に

お
い
て
平
成
26
年
度
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
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葉
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迎
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た
。 学

生
生
活
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ま
り
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新
入
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歓
迎
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開
催
！

大短
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ホ
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レ
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ス
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兼
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園
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屋
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郷
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間
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。

ロ
シ
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フ
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ピ
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の
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学
生
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館・食
堂
2
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迎
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＆
1
0
0
人
カ
レ
ー
」が
開
催
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入
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1
5
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に
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カ
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入
生
同
士
の
親
睦
を
深
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ま
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。
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6月7日(土)、今年もチーム星稜

で百万石踊り

流しに参加しました。学生・園児
・留学生・教職

員らおよそ150名で“星稜”の
文字が描かれ

た浴衣や法被を着て、「せいりょ
う」の掛け声を

発しながら街中を踊り歩きました
。
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7
月
31
日（
木
）・8
月
1
日（
金
）の
2
日

間
、学
校
見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。学
校

紹
介
や
入
試
問
題
の
解
説・
校
舎
見
学
な

ど
、高
校
生
活
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、8
月
25
日（
月
）は
、野
球・サ
ッ

カ
ー
な
ど
の
部
活
動
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。詳
細
は
星
稜
高
校
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 予

告
！ 

中
学
3
年
生

保
護
者
様
必
見
！

高

6
月
7
日（
土
）、百
万
石
行
列
終
了
後
の

清
掃
活
動
に
、91
名
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し

た
。こ
の
清
掃
活
動
は
、同
窓
会
が
50
周
年

記
念
事
業
を
契
機
と
し
て
例
年
実
施
し
て

清
掃
活
動
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

高
3
年
生
が
岐
阜
県
飛
騨
高
山
で
す
。バ
ス
で

現
地
付
近
ま
で
赴
い
た
あ
と
、目
的
地
ま
で

歩
き
ま
し
た
。1
年
生
は
入
学
し
て
初
め
て

の
遠
足
、2・3
年
生
は
新
ク
ラ
ス
の
遠
足

に
ワ
ク
ワ
ク
し
、友
達
と
歩
き
な
が
ら
ク
ラ

ス
の
絆
を
深
め
た
一
日
で
し
た
。

い
る
も
の
で
、生
徒
が
自
主
的
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。生
徒
た
ち

は
同
窓
生
と
と
も
に
香
林
坊
中
央
公
園
ま

で
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
、分
別
し
て
捨
て
ま
し

た
。市
の
行
事
と
連
携
し
、自
分
た
ち
の
手

で
住
み
良
い
町
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
し
た
。

4
月
28
日（
月
）、学
年
毎
に
遠
足
へ
行
き

ま
し
た
。行
き
先
は
、1
年
生
が
の
と
じ
ま

水
族
館
、2
年
生
が
富
山
県
中
央
植
物
園
、

春
の
遠
足
！

高
携
帯
安
全
教
室

高4
月
18
日（
金
）、1
年
生
を
対
象
に
、

K
D
D
I
ケ
ー
タ
イ
教
室
の
講
師
を
お
招

き
し
て
携
帯
安
全
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。普
段
何
気
な
く
使
用
し
て
い
る
携
帯
電

話
に
、思
わ
ぬ
危
険
や
問
題
点
が
あ
る
こ
と

を
学
び
、安
全
な
使
い
方
を
一
人
一
人
が
考

え
ま
し
た
。

本
校
卒
業
生
で
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
ブ
ラ
ジ

ル
大
会
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
た
本
田
圭

佑
選
手
を
は
じ
め
、豊
田
陽
平
選
手
、鈴
木

大
輔
選
手
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
が
、1
階
事
務
室

前
の
玄
関
に
新
た
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
2
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
、松
井
秀
喜

さ
ん
が
海
外
の
野
球
チ
ー
ム
に
在
籍
し
て

い
た
頃
の
グ
ロ
ー
ブ
や
バ
ッ
ト
、シ
ュ
ー
ズ

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。本
校
に
お
立
ち
寄

り
の
際
は
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

卒
業
生
の
活
躍
の
軌
跡
！

高

5
月
31
日（
土
）、年
に
1
度
の
恒
例
行
事

「
ク
ラ
ス・ゼ
ミ
対
抗 

運
動
会
」が
、稲
置
学

園
総
合
運
動
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。気
温
30
℃
を
越
す
炎
天
下
で
、暑
さ
と

闘
い
な
が
ら
綱
引
き
や
リ
レ
ー
な
ど
の
競
技

に
取
り
組
み
ま
し
た
。ど
の
チ
ー
ム
も
若
さ

み
な
ぎ
る
白
熱
し
た
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
＆
ゼ
ミ
対
抗

運
動
会

短

6
月
18
日（
水
）、Se
i-

Tan  

Ac
t
!

「
七
つ
橋
渡
り
」が
行
わ
れ
、短
大
部
生
27
名

が
金
沢
の
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。浅
野
川

の
上
流
か
ら
下
流
に
か
け
て
古
く
か
ら
金
沢 

浅
野
川
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド「
ま
い
ど
さ
ん
」か
ら
学
び
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
願
い
が
叶
う
七
つ
橋
に「
内
定

必
勝
！
」や「
恋
愛
成
就
！
」な
ど
の
願
い
事

を
心
に
刻
み
、手
を
あ
わ
せ
ま
し
た
。

短
大
生
の
願
い

S
e
i
┃

T
a
n 

A
C
T
!

〜
七
つ
橋
渡
り
〜

短

□
陸
上
競
技
部

全
日
本
イ
ン
カ
レ（
全
国
大
会
）出
場
者
決
定
！

　

 

●   

男
子

　
　・
1
0
0
ｍ
 

加
藤
　
綾
一

　
　・
4
×
1
0
0
ｍ
R

 

加
藤
　
綾
一

 

川
崎
　
彰
悟

 

西
野
　
功
希

 

福
田
　
圭
佑

　
　・
走
高
跳
 

大
田
　
和
宏

　
　・
棒
高
跳
 

鍛
治
　
有
成

　
　・
十
種
競
技
 

岡
室
　
憲
明

　

 

●   

女
子

　
　・
5
0
0
0
ｍ
 
吉
田
　
里
穂

全
国
大
会
出
場
ク
ラ
ブ

大

4
月
11
日
（
金
）、
金
沢
東
警
察
署
交
通

第
二
課
長
の
橋
本
則
生
氏
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
自
転
車
事
故
の
具
体
例
な
ど
の
ビ

デ
オ
鑑
賞
や
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
生
徒

代
表
と
し
て
宮
井
健
成
さ
ん
（
3
年
）
が
、

登
下
校
の
自
転
車
マ
ナ
ー
を
守
る
「
交
通

安
全
宣
言
」
を
宣
誓
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室

中4
月
28
日
（
月
）、
全
校
で
河
北
郡
津
幡

町
の
森
林
公
園
三
国
山
キ
ャ
ン
プ
場
に
遠

足
へ
行
き
ま
し
た
。
現
地
に
着
い
て
か
ら

班
に
分
か
れ
、
カ
レ
ー
作
り
に
取
り
か
か

り
ま
し
た
。
友
達
と
協
力
し
て
作
っ
た
カ

レ
ー
の
味
は
絶
品
で
、
新
緑
の
香
り
を
全

身
に
浴
び
な
が
ら
、
ア
ウ
ト
ド
ア
な
一
日
を

思
い
っ
き
り
楽
し
み
ま
し
た
。

遠
足
は
キ
ャ
ン
プ
場
！

中

5
月
16
日（
金
）〜
18
日（
日
）ま
で
開
催

さ
れ
た
金
沢
市
中
学
校
春
季
競
技
大
会
に

お
い
て
、野
球
部
が
6
年
連
続
19
度
目
、

サ
ッ
カ
ー
部
が
4
年
連
続
14
度
目
の
優
勝

と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。ま
た
、

剣
道
部
の
中
生
吹
さ
ん（
2
年
）が
2
年
女

子
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。日
頃
の
た
ゆ
ま

ぬ
地
道
な
努
力
が
、結
果
と
し
て
実
を
結
び

ま
し
た
。今
後
の
大
き
な
大
会
で
の
更
な
る

躍
進
を
期
待
し
ま
す
。

金
沢
市
春
季
大
会

連
続
Ｖ
！

中
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く
り
に
貢
献
し
ま
し
た
。

4
月
28
日（
月
）、学
年
毎
に
遠
足
へ
行
き

ま
し
た
。行
き
先
は
、1
年
生
が
の
と
じ
ま

水
族
館
、2
年
生
が
富
山
県
中
央
植
物
園
、

春
の
遠
足
！

高
携
帯
安
全
教
室

高4
月
18
日（
金
）、1
年
生
を
対
象
に
、

K
D
D
I
ケ
ー
タ
イ
教
室
の
講
師
を
お
招

き
し
て
携
帯
安
全
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。普
段
何
気
な
く
使
用
し
て
い
る
携
帯
電

話
に
、思
わ
ぬ
危
険
や
問
題
点
が
あ
る
こ
と

を
学
び
、安
全
な
使
い
方
を
一
人
一
人
が
考

え
ま
し
た
。

本
校
卒
業
生
で
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
ブ
ラ
ジ

ル
大
会
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
た
本
田
圭

佑
選
手
を
は
じ
め
、豊
田
陽
平
選
手
、鈴
木

大
輔
選
手
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
が
、1
階
事
務
室

前
の
玄
関
に
新
た
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
2
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
、松
井
秀
喜

さ
ん
が
海
外
の
野
球
チ
ー
ム
に
在
籍
し
て

い
た
頃
の
グ
ロ
ー
ブ
や
バ
ッ
ト
、シ
ュ
ー
ズ

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。本
校
に
お
立
ち
寄

り
の
際
は
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

卒
業
生
の
活
躍
の
軌
跡
！

高

5
月
31
日（
土
）、年
に
1
度
の
恒
例
行
事

「
ク
ラ
ス・ゼ
ミ
対
抗 

運
動
会
」が
、稲
置
学

園
総
合
運
動
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。気
温
30
℃
を
越
す
炎
天
下
で
、暑
さ
と

闘
い
な
が
ら
綱
引
き
や
リ
レ
ー
な
ど
の
競
技

に
取
り
組
み
ま
し
た
。ど
の
チ
ー
ム
も
若
さ

み
な
ぎ
る
白
熱
し
た
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
＆
ゼ
ミ
対
抗

運
動
会

短

6
月
18
日（
水
）、Se
i-

Tan  

Ac
t
!

「
七
つ
橋
渡
り
」が
行
わ
れ
、短
大
部
生
27
名

が
金
沢
の
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。浅
野
川

の
上
流
か
ら
下
流
に
か
け
て
古
く
か
ら
金
沢 

浅
野
川
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド「
ま
い
ど
さ
ん
」か
ら
学
び
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
願
い
が
叶
う
七
つ
橋
に「
内
定

必
勝
！
」や「
恋
愛
成
就
！
」な
ど
の
願
い
事

を
心
に
刻
み
、手
を
あ
わ
せ
ま
し
た
。

短
大
生
の
願
い

S
e
i
┃

T
a
n 

A
C
T
!

〜
七
つ
橋
渡
り
〜

短

□
陸
上
競
技
部

全
日
本
イ
ン
カ
レ（
全
国
大
会
）出
場
者
決
定
！

　

 

●   

男
子

　
　・
1
0
0
ｍ
 

加
藤
　
綾
一

　
　・
4
×
1
0
0
ｍ
R

 

加
藤
　
綾
一

 

川
崎
　
彰
悟

 

西
野
　
功
希

 

福
田
　
圭
佑

　
　・
走
高
跳
 

大
田
　
和
宏

　
　・
棒
高
跳
 

鍛
治
　
有
成

　
　・
十
種
競
技
 

岡
室
　
憲
明

　

 

●   

女
子

　
　・
5
0
0
0
ｍ
 
吉
田
　
里
穂

全
国
大
会
出
場
ク
ラ
ブ

大

4
月
11
日
（
金
）、
金
沢
東
警
察
署
交
通

第
二
課
長
の
橋
本
則
生
氏
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
自
転
車
事
故
の
具
体
例
な
ど
の
ビ

デ
オ
鑑
賞
や
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
生
徒

代
表
と
し
て
宮
井
健
成
さ
ん
（
3
年
）
が
、

登
下
校
の
自
転
車
マ
ナ
ー
を
守
る
「
交
通

安
全
宣
言
」
を
宣
誓
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室

中4
月
28
日
（
月
）、
全
校
で
河
北
郡
津
幡

町
の
森
林
公
園
三
国
山
キ
ャ
ン
プ
場
に
遠

足
へ
行
き
ま
し
た
。
現
地
に
着
い
て
か
ら

班
に
分
か
れ
、
カ
レ
ー
作
り
に
取
り
か
か

り
ま
し
た
。
友
達
と
協
力
し
て
作
っ
た
カ

レ
ー
の
味
は
絶
品
で
、
新
緑
の
香
り
を
全

身
に
浴
び
な
が
ら
、
ア
ウ
ト
ド
ア
な
一
日
を

思
い
っ
き
り
楽
し
み
ま
し
た
。

遠
足
は
キ
ャ
ン
プ
場
！

中

5
月
16
日（
金
）〜
18
日（
日
）ま
で
開
催

さ
れ
た
金
沢
市
中
学
校
春
季
競
技
大
会
に

お
い
て
、野
球
部
が
6
年
連
続
19
度
目
、

サ
ッ
カ
ー
部
が
4
年
連
続
14
度
目
の
優
勝

と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。ま
た
、

剣
道
部
の
中
生
吹
さ
ん（
2
年
）が
2
年
女

子
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。日
頃
の
た
ゆ
ま

ぬ
地
道
な
努
力
が
、結
果
と
し
て
実
を
結
び

ま
し
た
。今
後
の
大
き
な
大
会
で
の
更
な
る

躍
進
を
期
待
し
ま
す
。

金
沢
市
春
季
大
会

連
続
Ｖ
！

中
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4
月
か
ら
の
主
な

部
活
動
成
績

高中
星
稜
高
等
学
校

第
53
回
全
日
本
競
歩
輪
島
大
会

　

 

●  

女
子
高
校
1
・
2
年
　
3
㎞
競
歩

　
　
・
第
4
位
　
清
水
　
有
咲

　
　
・
第
5
位
　
伍
賀
　
姫
香

第
1
回
全
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
年
齢
別
選
手
権
大
会

　

 

●   

15
│
16
才
男
子

　
　
・
第
3
位
　
山
田
　
大
翔

　

 

●   

17
才
以
上
女
子

　
　
・
第
3
位
　
中
野
　
蘭
菜

石
川
県
高
等
学
校
春
季
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　

 

●  

55
㎏
級

　
　
・
優
勝
　
　
矢
後
　
公
誠

　

 

●  

66
㎏
級

　
　
・
優
勝
　
　
中
村
　
優
太

　
　
・
第
2
位
　
粟
　
晋
太
郎

　

 

●  

120
㎏
級

　
　
・
第
2
位
　
橘
　
　
幸
佑

　

 

●   

学
校
対
抗
戦
　
・
優
勝

平
成
26
年
度
石
川
県
高
等
学
校

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会

　

 

●   

男
子
の
部
　
・
優
勝

平
成
26
年
度
石
川
県
高
等
学
校
春
季
弓
道
大
会

　

 

●   

男
子
団
体
　
・
第
2
位

平
成
26
年
度
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

選
手
権
石
川
県
大
会

　

 

●   

U
18
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
・
優
勝
　
　
今
井
　
未
来

　
　
・
第
2
位
　
　
口
　
　
夢

　

 

●   

U
18
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
・
優
勝
　
　
今
井
　
未
来
、
口
　
　
夢

　
　
・
第
2
位
　
大
町
　
法
重
、
齊
藤
　
優
希

第
1
3
0
回
北
信
越
地
区
高
等
学
校
野
球
石
川
県
大
会

　
　
・
優
勝

石
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

第
67
回
石
川
県
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　

 

●   

男
子
総
合 

・
優
勝

　

 

●   

女
子
総
合 

・
優
勝

　

 

●   

男
子
ト
ラ
ッ
ク 

・
優
勝

　

 

●   

女
子
ト
ラ
ッ
ク 

・
優
勝

　

 

●   

女
子
フ
ィ
ー
ル
ド 

・
優
勝

　

 

●   

男
子
1
0
0
m

　
　
・
第
2
位
　
村
田
　
　
光

　

 

●   

男
子
4
0
0
m

　
　
・
第
2
位
　
叶
井
　
賢
太

　

 

●  

男
子
1
5
0
0
m

　
　
・
第
2
位
　
𠮷
野
　
駆
流

　

 

●   

男
子
1
1
0
m
H

　
　
・
第
2
位
　
谷
口
祥
太
郎

　

 

●   

男
子
4
0
0
m
H

　
　
・
優
勝
　
　
叶
井
　
賢
太

　

 

●   

男
子
3
0
0
0
m
S
C

　
　
・
優
勝
　
　
𠮷
野
　
駆
流

　

 

●   

男
子
走
高
跳

　
　
・
第
2
位
　
竹
村
　
　
航

　

 

●   

男
子
走
幅
跳

　
　
・
優
勝
　
　
中
谷
　
勇
介

　

 

●   

男
子
三
段
跳

　
　
・
優
勝
　
　
林
　
冴
唯
正

　

 

●   

女
子
1
0
0
m

　
　
・
優
勝
　
　
秋
田
　
理
沙

　
　
・
第
2
位
　
柳
谷
　
朋
美

　

 

●   

女
子
2
0
0
m

　
　
・
優
勝
　
　
秋
田
　
理
沙

　
　
・
第
2
位
　
柳
谷
　
朋
美

　

 

●   

女
子
1
5
0
0
m

　
　
・
優
勝
　
　
五
島
　
莉
乃

　
　
・
第
2
位
　
戸
部
　
千
晶

　

 

●   

女
子
3
0
0
0
m

　
　
・
優
勝
　
　
五
島
　
莉
乃

　
　
・
第
2
位
　
戸
部
　
千
晶

　

 

●   

女
子
4
×
1
0
0m
R
　
大
会
記
録

　
　
・
優
勝
　
　
南
保
み
な
み
、
秋
田
　
理
沙

 

柳
谷
　
朋
美
、
佐
伯
　
彩
夏

　
 

●   
女
子
4
×
4
0
0m
R

　
　
・
優
勝
　
　
南
保
み
な
み
、
安
田
　
結
実

 

須
郷
田
　
渚
、
秋
田
　
理
沙

　

 

●   

女
子
走
高
跳

　
　
・
第
2
位
　
国
谷
妃
菜
乃

　

 

●   

女
子
走
幅
跳

　
　
・
優
勝
　
　
橋
　
　
侑
利

　

 

●   

女
子
七
種
競
技

　
　
・
優
勝
　
　
宮
薗
や
よ
い

第
16
回
石
川
県
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

　

 

●   

男
子
団
体

　
　
・
第
2
位
　
中
嶋
　
晃
哉
、
架
谷
　
　
力

 

楠
　
　
拓
真
、
丸
一
　
千
紘

　

 

●   

男
子
個
人

　
　
・
優
勝
　
　
中
嶋
　
晃
哉

石
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

□
サ
ッ
カ
ー
競
技

　

 

●   

男
子
　
・
優
勝

　

 

●   

女
子
　
・
第
2
位

□
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

 

●   

男
子
の
部
　
・
第
3
位

□
テ
ニ
ス
競
技

　

 

●   

女
子
団
体
　
・
優
勝

　

 

●   

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
・
第
2
位
　

口
　
　
夢

　
　
・
第
3
位
　
今
井
　
未
来

　

 

●   

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
・
優
勝
　
　
今
井
　
未
来
、
口
　
　
夢

□
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

　

 

●   

男
子
の
部
　
・
第
3
位

　

 

●   

女
子
の
部
　
・
第
2
位

□
剣
道
競
技

　

 

●   

男
子
団
体
　
・
第
2
位

　

 

●   

女
子
団
体
　
・
第
2
位

　

 

●   

男
子
個
人

　
　
・
第
3
位
　
鍋
谷
　
魁
成

□
空
手
道
競
技

　

 

●   

女
子
総
合
　
　
　
・
第
3
位

　

 

●   

男
子
団
体
形
　
　
・
第
3
位

　

 

●   

女
子
団
体
形
　
　
・
第
3
位

　

 

●   

女
子
団
体
組
手
　
・
第
3
位

　

 

●   

女
子
個
人
組
手

　
　
・
第
3
位
　
坂
田
　
侑
果

□
弓
道
競
技

　

 

●   

団
体
男
子
の
部
　
・
第
3
位

□
体
操
競
技

　

 

●   

男
子
団
体
　
・
優
勝

　

 

●   

男
子
個
人
総
合

　
　
・
優
勝
　
　
髙
田
　
治
吉

　
　
・
第
2
位
　
髙
田
　
満
吉

　

 

●   

女
子
個
人
総
合

　
　
・
第
2
位
　
上
田
　
聖
菜

□
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

　

 

●  

学
校
対
抗
戦
　
・
優
勝

　

 

●  

55
㎏
級

　
　
・
優
勝
　
　
矢
後
　
公
誠

　

 

●  

60
㎏
級

　
　
・
優
勝
　
　
喜
多
　
亮
介

　

 

●  

66
㎏
級

　
　
・
優
勝
　
　
中
村
　
優
太

　
　
・
第
2
位
　
粟
　
晋
太
郎

　
 

●  

120
㎏
級

　
　
・
第
2
位
　
橘
　
　
幸
佑

□
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

　

 

●  

男
子
総
合
　
・
優
勝

　

 

●  

男
子
団
体
　
・
優
勝

　

 

●  

A
ク
ラ
ス
男
子
個
人

　
　
・
優
勝
　
　
堺
　
　
亮
介

　
　
・
第
2
位
　
安
藤
　
　
諒

　
　
・
第
3
位
　
市
川
　
隆
太

　

 

●  

女
子
総
合
　
・
第
2
位

　

 

●  

女
子
団
体
　
・
第
2
位

　

 

●  

A
ク
ラ
ス
女
子
個
人

　
　
・
優
勝
　
　
中
野
　
蘭
菜

□
自
転
車
競
技

　

 

●   

女
子
5
0
0
メ
ー
ト
ル
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

　
　
・
優
勝
　
　
森
本
　
早
香

　

 

●   

女
子
2
キ
ロ
個
人
追
い
抜
き
競
争

　
　
・
優
勝
　
　
森
本
　
早
香

第
51
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
石
川
県
大
会

　

 

●   

女
子
個
人

　
　
・
優
勝
　
　
松
岡
静
莉
香

第
38
回
全
国
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会
石
川
県
大
会

　

 

●   

女
子
団
体

　
　
・
優
勝
　
　
森
田
　
智
子
、
座
主
　
悠
香

 

寺
師
あ
ず
さ

　

 

●   

女
子
個
人

　
　
・
優
勝
　
　
森
田
　
智
子

　
　
・
第
3
位
　
座
主
　
悠
香

星
稜
中
学
校

平
成
26
年
度
金
沢
市
中
学
校
春
季
競
技
大
会

□
軟
式
野
球

　
　
・
優
勝

□
サ
ッ
カ
ー
競
技

　
　
・
優
勝

□
剣
道
2
年
女
子
の
部

　
　
・
優
勝
　
　
中
　
　
生
吹

第
27
回
春
季
加
賀
地
区
中
学
校
野
球
大
会

　
　
・
優
勝

第
31
回
全
日
本
少
年
野
球
大
会
石
川
県
予
選

　
　
・
優
勝

星

稜 幼 稚

園

幼

星
稜

泉 野 幼

稚
園幼☆

お
散
歩
！
☆

年
中
・
年
長
組
が
金
沢
城
公
園
に
お
花
見
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
青
空
の
下
、
満
開
の
桜
が
と
て
も
き
れ

い
で
、
思
わ
ず
鼻
を
近
づ
け
て
、
に
お
い
を
か
い
で
い

る
子
も
い
ま
し
た
。
桜
の
下
で
花
見
だ
ん
ご
を
食
べ
、

た
く
さ
ん
遊
ん
で
春
を
い
っ
ぱ
い
感
じ
て
き
ま
し
た
。

☆
お
花
見
に
出
か
け
た
よ
☆

ほ
が
ら
か
村
ま
で
年
長
組
が
お
買
い
物
に
行
き
ま

し
た
。「
き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
、
な
す
…
。
ど
れ
に
し

よ
う
か
な
〜
?
」
ト
マ
ト
と
き
ゅ
う
り
を
選
ん
で
苗
を

買
い
、さ
っ
そ
く
植
え
ま
し
た
。植
え
て
数
時
間
後
、「
大

き
く
な
っ
た
か
な
ぁ
〜
？
」
と
待
ち
き
れ
な
い
こ
ど
も

た
ち
。「
早
く
食
べ
た
い
な
あ
〜
」
と
毎
日
プ
ラ
ン
タ
ー

を
の
ぞ
き
込
ん
で
い
ま
す
。

☆
野
菜
を
育
て
よ
う
！
☆

入
園
・
進
級
（
満
3
歳
児
ク
ラ
ス
）
し
て
「
マ
マ
〜
、

マ
マ
〜
」
と
泣
い
て
い
た
年
少
組
の
こ
ど
も
た
ち
も
、

今
で
は
思
い
思
い
の
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
晴
れ

た
日
に
は
園
庭
で
砂
遊
び
…
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
は
電

車
ご
っ
こ
…
と
笑
顔
が
増
し
て
い
ま
す
よ
。

☆
遊
ぶ
の
楽
し
い
ね
！
☆

☆
戸
外
遊
び
大
好
き
☆

子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
を
め
ざ
し
て
、竹
ふ
み
と

廊
下
の
雑
巾
が
け
を
始
め
ま
し
た
。青
竹
ふ
み
は
、こ

ど
も
た
ち
が
よ
く
知
っ
て
い
る
♪
さ
ん
ぽ
♪
な
ど
の
曲

に
合
わ
せ
て
楽
し
み
な
が
ら
、椅
子
に
座
っ
て
踏
ん
だ

り
、つ
か
ま
っ
て
踏
ん
だ
り
、慣
れ
て
く
る
と
立
っ
て
踏

み
、無
理
な
く
進
め
て
い
ま
す
。金
沢
星
稜
大
学
ス
ポ
ー

ツ
学
科
の
学
生
さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら
い
、足
型
や
足

指
筋
力
の
測
定
も
し
ま
し
た
。

☆
め
ざ
せ
！
元
気
な
か
ら
だ
☆

1
階
に
あ
る
絵
本
コ
ー
ナ
ー
に
は
、い
つ
も
こ
ど
も

た
ち
が
い
っ
ぱ
い
！
大
好
き
な
絵
本
を
広
げ
て
絵
を

楽
し
ん
だ
り
、読
ん
だ
り

し
て
絵
本
の
世
界
に
入
り

込
ん
で
い
ま
す
。時
に
は
、

先
生
の
ま
ね
を
し
て
大
き

い
子
が
小
さ
い
子
に
絵
本

を
読
ん
で
あ
げ
て
い
る
姿

は
と
っ
て
も
ほ
ほ
え
ま
し

い
で
す
。

☆
絵
本
だ
〜
い
す
き
！
☆

6
月
6
日
（
金
）・7
日
（
土
）、晴
天
の
中
、

毎
年
恒
例
の
写
生
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
周
辺
の
普
段
見
慣
れ
て
い
る
は
ず
の

景
色
が
、
色
と
り
ど
り
の
絵
の
具
に
塗
ら

れ
て
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
か
れ
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
は
、
景
色
を
細
か
く
じ
っ
く
り
観
察

し
て
絵
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

写
生
大
会

中4
月
に
入
園
・
進
級（
満
３
歳
児
ク
ラ
ス
）し
た
年
少

組
も
、元
気
に
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
や
ブ
ラ
ン
コ
な
ど

で
遊
ん
だ
り
、砂
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。水
が
心

地
よ
い
季
節
に
な
り
、水
を
使
っ
て
遊
ぶ
子
も
増
え
て

き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
季
節
、水
遊
び
や
ど
ろ
ん
こ

遊
び
、し
ゃ
ぼ
ん
玉
な
ど
夏
の
遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

年
中
組
は
、
大
乗
寺
丘
陵
公
園
へ
つ
つ
じ
を
見
に
行

き
ま
し
た
。
公
園
の
中
を
い
っ
ぱ
い
歩
い
て
「
わ
あ
〜
、

広
〜
い
！
」「
つ
つ
じ
の
花
、
き
れ
い
。
い
い
匂
い
が
す

る
〜
」「
幼
稚
園
み
え
る
か
な
〜
？
」
と
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
た
。
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4
月
か
ら
の
主
な

部
活
動
成
績

高中
星
稜
高
等
学
校

第
53
回
全
日
本
競
歩
輪
島
大
会

　

 

●  

女
子
高
校
1
・
2
年
　
3
㎞
競
歩

　
　
・
第
4
位
　
清
水
　
有
咲

　
　
・
第
5
位
　
伍
賀
　
姫
香

第
1
回
全
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
年
齢
別
選
手
権
大
会

　

 

●   

15
│
16
才
男
子

　
　
・
第
3
位
　
山
田
　
大
翔

　

 

●   

17
才
以
上
女
子

　
　
・
第
3
位
　
中
野
　
蘭
菜

石
川
県
高
等
学
校
春
季
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　

 

●  

55
㎏
級

　
　
・
優
勝
　
　
矢
後
　
公
誠

　

 

●  

66
㎏
級

　
　
・
優
勝
　
　
中
村
　
優
太

　
　
・
第
2
位
　
粟
　
晋
太
郎

　

 

●  

120
㎏
級

　
　
・
第
2
位
　
橘
　
　
幸
佑

　

 

●   

学
校
対
抗
戦
　
・
優
勝

平
成
26
年
度
石
川
県
高
等
学
校

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会

　

 

●   

男
子
の
部
　
・
優
勝

平
成
26
年
度
石
川
県
高
等
学
校
春
季
弓
道
大
会

　

 

●   

男
子
団
体
　
・
第
2
位

平
成
26
年
度
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

選
手
権
石
川
県
大
会

　

 

●   

U
18
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
・
優
勝
　
　
今
井
　
未
来

　
　
・
第
2
位
　
　
口
　
　
夢

　

 

●   

U
18
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
・
優
勝
　
　
今
井
　
未
来
、
口
　
　
夢

　
　
・
第
2
位
　
大
町
　
法
重
、
齊
藤
　
優
希

第
1
3
0
回
北
信
越
地
区
高
等
学
校
野
球
石
川
県
大
会

　
　
・
優
勝

石
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

第
67
回
石
川
県
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　

 

●   

男
子
総
合 

・
優
勝

　

 

●   

女
子
総
合 

・
優
勝

　

 

●   

男
子
ト
ラ
ッ
ク 

・
優
勝

　

 

●   

女
子
ト
ラ
ッ
ク 

・
優
勝

　

 

●   

女
子
フ
ィ
ー
ル
ド 

・
優
勝

　

 

●   

男
子
1
0
0
m

　
　
・
第
2
位
　
村
田
　
　
光

　

 

●   

男
子
4
0
0
m

　
　
・
第
2
位
　
叶
井
　
賢
太

　

 

●  

男
子
1
5
0
0
m

　
　
・
第
2
位
　
𠮷
野
　
駆
流

　

 

●   

男
子
1
1
0
m
H

　
　
・
第
2
位
　
谷
口
祥
太
郎

　

 

●   

男
子
4
0
0
m
H

　
　
・
優
勝
　
　
叶
井
　
賢
太

　

 

●   

男
子
3
0
0
0
m
S
C

　
　
・
優
勝
　
　
𠮷
野
　
駆
流

　

 

●   

男
子
走
高
跳

　
　
・
第
2
位
　
竹
村
　
　
航

　

 

●   

男
子
走
幅
跳

　
　
・
優
勝
　
　
中
谷
　
勇
介

　

 

●   

男
子
三
段
跳

　
　
・
優
勝
　
　
林
　
冴
唯
正

　

 

●   

女
子
1
0
0
m

　
　
・
優
勝
　
　
秋
田
　
理
沙

　
　
・
第
2
位
　
柳
谷
　
朋
美

　

 

●   

女
子
2
0
0
m

　
　
・
優
勝
　
　
秋
田
　
理
沙

　
　
・
第
2
位
　
柳
谷
　
朋
美

　

 

●   

女
子
1
5
0
0
m

　
　
・
優
勝
　
　
五
島
　
莉
乃

　
　
・
第
2
位
　
戸
部
　
千
晶

　

 

●   

女
子
3
0
0
0
m

　
　
・
優
勝
　
　
五
島
　
莉
乃

　
　
・
第
2
位
　
戸
部
　
千
晶

　

 

●   

女
子
4
×
1
0
0m
R
　
大
会
記
録

　
　
・
優
勝
　
　
南
保
み
な
み
、
秋
田
　
理
沙

 

柳
谷
　
朋
美
、
佐
伯
　
彩
夏

　

 

●   

女
子
4
×
4
0
0m
R

　
　
・
優
勝
　
　
南
保
み
な
み
、
安
田
　
結
実

 

須
郷
田
　
渚
、
秋
田
　
理
沙

　

 

●   

女
子
走
高
跳

　
　
・
第
2
位
　
国
谷
妃
菜
乃

　

 

●   

女
子
走
幅
跳

　
　
・
優
勝
　
　
橋
　
　
侑
利

　

 

●   

女
子
七
種
競
技

　
　
・
優
勝
　
　
宮
薗
や
よ
い

第
16
回
石
川
県
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

　

 

●   

男
子
団
体

　
　
・
第
2
位
　
中
嶋
　
晃
哉
、
架
谷
　
　
力

 

楠
　
　
拓
真
、
丸
一
　
千
紘

　

 

●   

男
子
個
人

　
　
・
優
勝
　
　
中
嶋
　
晃
哉

石
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

□
サ
ッ
カ
ー
競
技

　

 

●   

男
子
　
・
優
勝

　

 

●   

女
子
　
・
第
2
位

□
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

 

●   

男
子
の
部
　
・
第
3
位

□
テ
ニ
ス
競
技

　

 

●   

女
子
団
体
　
・
優
勝

　

 

●   

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
・
第
2
位
　

口
　
　
夢

　
　
・
第
3
位
　
今
井
　
未
来

　

 

●   

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
・
優
勝
　
　
今
井
　
未
来
、
口
　
　
夢

□
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

　

 

●   

男
子
の
部
　
・
第
3
位

　

 

●   

女
子
の
部
　
・
第
2
位

□
剣
道
競
技

　

 

●   

男
子
団
体
　
・
第
2
位

　

 

●   

女
子
団
体
　
・
第
2
位

　

 

●   

男
子
個
人

　
　
・
第
3
位
　
鍋
谷
　
魁
成

□
空
手
道
競
技

　

 

●   

女
子
総
合
　
　
　
・
第
3
位

　

 

●   

男
子
団
体
形
　
　
・
第
3
位

　

 

●   

女
子
団
体
形
　
　
・
第
3
位

　

 

●   

女
子
団
体
組
手
　
・
第
3
位

　

 

●   

女
子
個
人
組
手

　
　
・
第
3
位
　
坂
田
　
侑
果

□
弓
道
競
技

　

 

●   

団
体
男
子
の
部
　
・
第
3
位

□
体
操
競
技

　

 

●   

男
子
団
体
　
・
優
勝

　

 

●   

男
子
個
人
総
合

　
　
・
優
勝
　
　
髙
田
　
治
吉

　
　
・
第
2
位
　
髙
田
　
満
吉

　

 

●   

女
子
個
人
総
合

　
　
・
第
2
位
　
上
田
　
聖
菜

□
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

　

 

●  

学
校
対
抗
戦
　
・
優
勝

　

 

●  

55
㎏
級

　
　
・
優
勝
　
　
矢
後
　
公
誠

　

 

●  

60
㎏
級

　
　
・
優
勝
　
　
喜
多
　
亮
介

　

 

●  

66
㎏
級

　
　
・
優
勝
　
　
中
村
　
優
太

　
　
・
第
2
位
　
粟
　
晋
太
郎

　

 

●  

120
㎏
級

　
　
・
第
2
位
　
橘
　
　
幸
佑

□
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

　

 

●  

男
子
総
合
　
・
優
勝

　

 

●  

男
子
団
体
　
・
優
勝

　

 

●  

A
ク
ラ
ス
男
子
個
人

　
　
・
優
勝
　
　
堺
　
　
亮
介

　
　
・
第
2
位
　
安
藤
　
　
諒

　
　
・
第
3
位
　
市
川
　
隆
太

　

 

●  

女
子
総
合
　
・
第
2
位

　

 

●  

女
子
団
体
　
・
第
2
位

　

 

●  

A
ク
ラ
ス
女
子
個
人

　
　
・
優
勝
　
　
中
野
　
蘭
菜

□
自
転
車
競
技

　

 

●   

女
子
5
0
0
メ
ー
ト
ル
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

　
　
・
優
勝
　
　
森
本
　
早
香

　

 

●   

女
子
2
キ
ロ
個
人
追
い
抜
き
競
争

　
　
・
優
勝
　
　
森
本
　
早
香

第
51
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
石
川
県
大
会

　

 

●   

女
子
個
人

　
　
・
優
勝
　
　
松
岡
静
莉
香

第
38
回
全
国
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会
石
川
県
大
会

　

 

●   

女
子
団
体

　
　
・
優
勝
　
　
森
田
　
智
子
、
座
主
　
悠
香

 

寺
師
あ
ず
さ

　

 

●   

女
子
個
人

　
　
・
優
勝
　
　
森
田
　
智
子

　
　
・
第
3
位
　
座
主
　
悠
香

星
稜
中
学
校

平
成
26
年
度
金
沢
市
中
学
校
春
季
競
技
大
会

□
軟
式
野
球

　
　
・
優
勝

□
サ
ッ
カ
ー
競
技

　
　
・
優
勝

□
剣
道
2
年
女
子
の
部

　
　
・
優
勝
　
　
中
　
　
生
吹

第
27
回
春
季
加
賀
地
区
中
学
校
野
球
大
会

　
　
・
優
勝

第
31
回
全
日
本
少
年
野
球
大
会
石
川
県
予
選

　
　
・
優
勝

星
稜 幼 稚

園

幼
星
稜

泉 野 幼

稚
園幼☆

お
散
歩
！
☆

年
中
・
年
長
組
が
金
沢
城
公
園
に
お
花
見
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
青
空
の
下
、
満
開
の
桜
が
と
て
も
き
れ

い
で
、
思
わ
ず
鼻
を
近
づ
け
て
、
に
お
い
を
か
い
で
い

る
子
も
い
ま
し
た
。
桜
の
下
で
花
見
だ
ん
ご
を
食
べ
、

た
く
さ
ん
遊
ん
で
春
を
い
っ
ぱ
い
感
じ
て
き
ま
し
た
。

☆
お
花
見
に
出
か
け
た
よ
☆

ほ
が
ら
か
村
ま
で
年
長
組
が
お
買
い
物
に
行
き
ま

し
た
。「
き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
、
な
す
…
。
ど
れ
に
し

よ
う
か
な
〜
?
」
ト
マ
ト
と
き
ゅ
う
り
を
選
ん
で
苗
を

買
い
、さ
っ
そ
く
植
え
ま
し
た
。植
え
て
数
時
間
後
、「
大

き
く
な
っ
た
か
な
ぁ
〜
？
」
と
待
ち
き
れ
な
い
こ
ど
も

た
ち
。「
早
く
食
べ
た
い
な
あ
〜
」
と
毎
日
プ
ラ
ン
タ
ー

を
の
ぞ
き
込
ん
で
い
ま
す
。

☆
野
菜
を
育
て
よ
う
！
☆

入
園
・
進
級
（
満
3
歳
児
ク
ラ
ス
）
し
て
「
マ
マ
〜
、

マ
マ
〜
」
と
泣
い
て
い
た
年
少
組
の
こ
ど
も
た
ち
も
、

今
で
は
思
い
思
い
の
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
晴
れ

た
日
に
は
園
庭
で
砂
遊
び
…
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
は
電

車
ご
っ
こ
…
と
笑
顔
が
増
し
て
い
ま
す
よ
。

☆
遊
ぶ
の
楽
し
い
ね
！
☆

☆
戸
外
遊
び
大
好
き
☆

子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
を
め
ざ
し
て
、竹
ふ
み
と

廊
下
の
雑
巾
が
け
を
始
め
ま
し
た
。青
竹
ふ
み
は
、こ

ど
も
た
ち
が
よ
く
知
っ
て
い
る
♪
さ
ん
ぽ
♪
な
ど
の
曲

に
合
わ
せ
て
楽
し
み
な
が
ら
、椅
子
に
座
っ
て
踏
ん
だ

り
、つ
か
ま
っ
て
踏
ん
だ
り
、慣
れ
て
く
る
と
立
っ
て
踏

み
、無
理
な
く
進
め
て
い
ま
す
。金
沢
星
稜
大
学
ス
ポ
ー

ツ
学
科
の
学
生
さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら
い
、足
型
や
足

指
筋
力
の
測
定
も
し
ま
し
た
。

☆
め
ざ
せ
！
元
気
な
か
ら
だ
☆

1
階
に
あ
る
絵
本
コ
ー
ナ
ー
に
は
、い
つ
も
こ
ど
も

た
ち
が
い
っ
ぱ
い
！
大
好
き
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り
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。
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☆
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。
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ラ
ン
コ
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節
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た
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、
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。
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。
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か
を
汲
み
取
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
自
分
自
身
の

人
間
力
の
向
上
が
と
て
も
大
切
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
「
人
間
力
」
は
高
校
時
代
在
籍
し
た
野
球
部

で
の
最
大
の
教
え
で
あ
り
、
と
て
も
重
要
な
テ
ー
マ

で
し
た
。
勝
負
事
な
の
で
勝
つ
こ
と
が
目
標
で
あ
り
、

全
国
制
覇
を
合
言
葉
に
毎
日
の
練
習
は
大
変
厳
し
い

も
の
で
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
一
人
の
人
間
と
し
て

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
心
の
あ
り
方
を
徹
底
的
に
学
ん

だ
三
年
間
で
し
た
。練
習
場
の
至
る
所
に
掲
げ
て
あ
っ

た
「
心
が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る
、
行
動
が
変
わ

れ
ば
習
慣
が
変
わ
る
、
習
慣
が
変
わ
れ
ば
人
格
が
変

わ
る
、
人
格
が
変
わ
れ
ば
運
命
が
変
わ
る
」
と
い
う

言
葉
は
今
も
私
の
指
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
機
械
化
や
合
理
化
が
更
に
進
む
今
こ
そ
心
の
豊
か

さ
や
高
い
人
間
力
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
誠
実
に
し
て
社
会
に
役
立
つ
人
間
の
育

成
」
を
建
学
の
精
神
と
す
る
稲
置
学
園
は
人
を
つ
く

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
恵

ま
れ
た
環
境
の
中
、
多
く
の
人
と
の
出
会
い
の
中
か

ら
様
々
な
こ
と
を
学
び
取
り
、
自
分
の
幅
を
広
げ
て

い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
今
の
自
分
が
あ

る
の
は
、
多
く
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

だ
と
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
人
の
気
持
ち
を
考
え
、
人
の
た

め
に
汗
を
流
せ
る
人
間
と
な
れ
る
よ
う
、
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
星
稜
高
校
、金
沢
経
済
大
学
（
現・金
沢
星
稜
大
学
）

を
卒
業
後
、
北
國
銀
行
に
入
行
し
25
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
現
在
は
学
園
か
ら
程
近
い
鳴
和
支
店
に
勤
務

し
て
お
り
ま
す
。
当
店
周
辺
は
公
共
施
設
や
各
種
事

業
所
が
多
数
あ
り
、
幹
線
道
路
に
も
面
し
て
い
る
こ

と
か
ら
毎
日
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
が
ご
来
店
さ
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
私
は
支
店
長
と
し
て
笑
顔
と
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
お
客
さ
ま
の
立
場
に
立
っ
て

行
動
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
一
人
一
人
の
お
客
さ
ま
が
何
を
望
ま
れ
て
い
る
の

お
客
さ
ま
に
ご
満
足
い
た
だ
く
た
め
、

日
々
人
間
力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す

北國銀行 鳴和支店　支店長
武田 俊彦（金沢経済大学（現・金沢星稜大学）第20期卒）
　　　　　　  （星稜高校第22期卒）

　
科
学
研
究
費
補
助
金
（
科
研
費
）
は
、
日
本
の
学
術
を
振
興
す
る
た
め
、
人
文
・
社
会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
す
べ
て
の

分
野
で
、
独
創
的
・
先
駆
的
な
研
究
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
研
究
助
成
費
で
す
。

　
基
礎
の
研
究
か
ら
最
先
端
の
研
究
ま
で
、
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
で
研
究
者
を
援
助
し
て
お
り
、
文
部
科
学
省
か
ら
交
付
さ
れ
る

も
の
と
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
研
究
成
果
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
は
じ
め

研
究
者
の
国
内
外
で
の
様
々
な
受
賞
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

平成26年度に新たに採択を受けた
2名の教員とその研究課題名

〈概要〉地方自治体による、再生可能エネルギー導入初期（1997年～2005年）
の補助政策の効果を定量的に分析します。具体的には、①各政策が個別に持つ
効果と、②政策を組み合わせることによる相乗効果、③ある地方自治体が政策を行
うことにより、周辺の自治体に与える波及効果、を研究します。計量経済学的手法
を用いて、政策によって導入が促進されたことによるメリットを金銭的に評価し、与え
られた補助額と比較することにより費用対効果を検証します。

■研 究 種 目　若手研究（B）
■研究課題名　再生可能エネルギー普及に対する
　　　　　　　地方自治体の政策の定量的評価

研究代表者
大学

池上  奨 教授（人間科学部）が
外務大臣賞を受賞しました
　池上奨人間科学部教授は、第18回日仏現代
国際美術展において外務大臣賞を受賞しました。
日頃の研究の成果が実を結び、独創的で世界で
も稀なスタイルの作品であることが評価されました。
　4月4日（金）、東京都美術館において授賞式
が行われました。

経済学部　経済学科 　
花田 真一 講師　

〈概要〉本研究の目的は、2004年スマトラ沖地震による津波の被災地において、震災前に構築されていた
社会的資本が復興政策の実施に果たした役割を明らかにするものである。本研究では、同じ被害を受けなが
ら復興政策の成否が分かれた2つの村の住民を対象にアンケート調査を実施し、政策の成否に影響する社
会的資本を考察、その結果、震災前の地域コミュニティのあり方と強力なリーダの存在が復興政策の成否に
大きな役割を与えることを示す。

■研 究 種 目　若手研究（B）
■研究課題名　Social capital for policy implementation in case of natural disaster. 
　　　　　　　A case study of Tamil Nadu India.

教養教育部 　
ジョシ アバイ 講師　
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星稜サ・エ・ラに関するアンケートへのご協力のお願い

いつも『星稜サ・エ・ラ』をご愛読頂き、誠にありがとうございます。
毎号の内容に関する皆様からのご意見を「WEBアンケートフォーム」を通じて頂戴し、
本誌の内容改善に努めてまいります。ご協力いただいた方、先着100名様に図書カード（500円分）をプレゼントいたします。
右記ウェブサイトから、アンケートへの回答をお願いいたします。

先着100名様に
図書カードをプレ

ゼント!

　5月14日（水）、金沢信用金庫経営管理部人事グループの桜井陽一氏と宮本
裕恵氏を講師としてお招きし、高校・中学の20代の教員15名が研修を受けま
した。好印象を与える身だしなみや正しい姿勢、お辞儀の仕方に始まり、電話応
対を実践し、社会人としての基本的な所作を学びました。相手に不快な印象を
与えないように心がけ、また、『先生』という姿勢をしっかり持つことが大切であ
る、と気を引き締めました。

若手教員研修会

　2月28日（金）、金沢信用金庫と学校法人稲置学園との「学校サポートローン
制度」及び「職域サポートローン制度」の協定締結に係る調印式が行われまし
た。学校サポートローン制度とは、稲置学園の各設置校の入学または在籍する
学生・生徒・園児の保護者に対し、優遇金利で教育ローンなどを利用できる制
度のことです。

金沢信用金庫との「学校サポートローン制度」
及び「職域サポートローン制度」の協定締結

　6月20日（金）に金沢星稜大学名誉教授称号授与式が行われ、稲置美弥子理
事長から、坂野光俊理事と今年3月末に退任された吉川顯麿氏、西村千恵子氏
に称号と記念品が手渡されました。
　名誉教授の称号は、多年大学に勤務し、教育上又は学術研究上に功績のあっ
た教授に授与されるものです。

金沢星稜大学名誉教授に
坂野理事、吉川氏、西村氏

　4月10日（木）、北陸銀行株式会社と金沢星稜大学は、相互の理念に共感し、
「包括的な連携協力に関する協定」を締結いたしました。宮﨑正史学長より「強
力なパートナーを得て、相互に協力しながら人材育成を行いたい」との挨拶が
あり、引き続き、麦野英順取締役会長より「大学と連携し、地域の活性化に貢献
したい」と述べられました。

北陸銀行株式会社との
「包括的な連携協力に関する協定」締結

平成25年度  財務の概要

科目

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

資金支出の部合計

決算

2,646,421

928,149

379,982

378

100,000

59,774

63,609

3,292,547

293,475

7,764,335

支出の部

科目

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

資産運用収入

資産売却収入

事業収入

雑収入

借入金収入

前受金収入

その他の収入

資金収入の部合計

決算

3,282,922

61,690

18,715

1,005,004

89,315

200,000

96,436

177,850

0

259,377

3,121,716

8,313,025

収入の部

（単位：千円）収入構成比率 資金収支計算書

学生生徒等
納付金収入
39.49%

（3,283百万円）

手数料収入
0.74%

（62百万円）

寄付金収入
0.23%

（19百万円）

補助金収入
12.09%

（1,005百万円）

その他の収入
37.55%

（3,122百万円）

前受金収入
3.12%

（259百万円）

借入金収入
0.00%
（0百万円）

雑収入
2.14%

（178百万円）

事業収入
1.16%

（96百万円）

資産売却収入
2.41%

（200百万円）

資産運用収入
1.07%

（89百万円）

人件費支出
34.08%

（2,646百万円）

教育研究経費支出
11.95%

（928百万円）管理経費支出
4.89%

（380百万円）

施設関係支出
0.77%

（60百万円）

設備関係支出
0.82%

（64百万円）

資産運用支出
42.41%

（3,293百万円）

その他の支出
3.78%

（293百万円）

借入金等返済支出
1.29%（100百万円）

借入金等利息支出
0.0%（0百万円）

収入計　8,313百万円 支出計　7,764百万円

金沢星稜大学では地域に開かれた大学として、教育と研究の成果を地域社会に還元するために公開講座等を通して地域の皆様に対し広く
学びの場を提供しています。
その活動の一つが「市民土曜講座」で、年間を通して本学教員が身近な事例や最新の情報などを取り上げてお話しします。
　
■期間：平成26年4月19日(土) ～平成27年3月14日(土)
■時間：10:30 ～ 12:00　 [入場無料]　[申込不要]　※希望する講座を自由に受講ください。
■会場：金沢星稜大学　キャリアデザイン館1階　C11教室（多目的階段教室）
■主催：金沢星稜大学総合研究所 
■日 程

平成26年度「市民土曜講座」がスタート

【お問い合わせ】
金沢星稜大学総合研究所 　〒920-8620　金沢市御所町丑10 番地1
TEL 076-253-3984　 FAX 076-253-3998　E-mail seiryo-research@seiryo-u.ac.jp 

〈経済学科・経営学科〉   共通テーマ：幅広く経済を考える：身近な経済から国際経済まで

〈こども学科〉   共通テーマ：みんなで楽しくキッズワークショップ！

4月19日

5月17日

6月21日

7月19日

8月23日

9月20日

 

10月18日

11月15日

12月20日

1月24日

2月21日

3月14日

銭湯の経済学 講師：花田　真一　講師 

グリーン・ツーリズム－地域経済活性化への期待 講師：山本　真嗣　准教授 

ブランドとは何かを考える －地域ブランド構築の前提として－ 講師：岸本　秀一　教授 

観光文化と「加賀百万石」の記憶 講師：本康　宏史　教授 

地域金融機関の実情と課題 講師：大畠　重衛　特任教授 

アジアの経済連携からみる世界の潮流 講師：川島　　哲　教授 

 

Love Stone Project 講師：池上　　奨　教授 

みんなで楽しむ英語絵本 講師：川村　義治　教授（教養教育部　教授）  

みんなで楽しくロウソクづくり、ついでにロウソクの科学もね 講師：永坂　正夫　教授 

スポーツ・コンディショニング －自ら気づき，考える－ 講師：齊藤　陽子　講師 

運動継続の鍵？！お互いに支え合って紡ぐ、私のそしてみんなの健康 講師：岩岡　研典　教授 

水に親しみ健康家族 講師：奥田　鉄人　教授 

〈スポーツ学科〉   共通テーマ：スポーツを楽しむ科学と知恵　－コンディショニングと健康づくり－  

終 了

終 了

終 了
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星稜サ・エ・ラに関するアンケートへのご協力のお願い

いつも『星稜サ・エ・ラ』をご愛読頂き、誠にありがとうございます。
毎号の内容に関する皆様からのご意見を「WEBアンケートフォーム」を通じて頂戴し、
本誌の内容改善に努めてまいります。ご協力いただいた方、先着100名様に図書カード（500円分）をプレゼントいたします。
右記ウェブサイトから、アンケートへの回答をお願いいたします。

先着100名様に
図書カードをプレ

ゼント!

　5月14日（水）、金沢信用金庫経営管理部人事グループの桜井陽一氏と宮本
裕恵氏を講師としてお招きし、高校・中学の20代の教員15名が研修を受けま
した。好印象を与える身だしなみや正しい姿勢、お辞儀の仕方に始まり、電話応
対を実践し、社会人としての基本的な所作を学びました。相手に不快な印象を
与えないように心がけ、また、『先生』という姿勢をしっかり持つことが大切であ
る、と気を引き締めました。

若手教員研修会

　2月28日（金）、金沢信用金庫と学校法人稲置学園との「学校サポートローン
制度」及び「職域サポートローン制度」の協定締結に係る調印式が行われまし
た。学校サポートローン制度とは、稲置学園の各設置校の入学または在籍する
学生・生徒・園児の保護者に対し、優遇金利で教育ローンなどを利用できる制
度のことです。

金沢信用金庫との「学校サポートローン制度」
及び「職域サポートローン制度」の協定締結

　6月20日（金）に金沢星稜大学名誉教授称号授与式が行われ、稲置美弥子理
事長から、坂野光俊理事と今年3月末に退任された吉川顯麿氏、西村千恵子氏
に称号と記念品が手渡されました。
　名誉教授の称号は、多年大学に勤務し、教育上又は学術研究上に功績のあっ
た教授に授与されるものです。

金沢星稜大学名誉教授に
坂野理事、吉川氏、西村氏

　4月10日（木）、北陸銀行株式会社と金沢星稜大学は、相互の理念に共感し、
「包括的な連携協力に関する協定」を締結いたしました。宮﨑正史学長より「強
力なパートナーを得て、相互に協力しながら人材育成を行いたい」との挨拶が
あり、引き続き、麦野英順取締役会長より「大学と連携し、地域の活性化に貢献
したい」と述べられました。

北陸銀行株式会社との
「包括的な連携協力に関する協定」締結

平成25年度  財務の概要

科目

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

資金支出の部合計

決算

2,646,421

928,149

379,982

378

100,000

59,774

63,609

3,292,547

293,475

7,764,335

支出の部

科目

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

資産運用収入

資産売却収入

事業収入

雑収入

借入金収入

前受金収入

その他の収入

資金収入の部合計

決算

3,282,922

61,690

18,715

1,005,004

89,315

200,000

96,436

177,850

0

259,377

3,121,716

8,313,025

収入の部

（単位：千円）収入構成比率 資金収支計算書

学生生徒等
納付金収入
39.49%

（3,283百万円）

手数料収入
0.74%

（62百万円）

寄付金収入
0.23%

（19百万円）

補助金収入
12.09%

（1,005百万円）

その他の収入
37.55%

（3,122百万円）

前受金収入
3.12%

（259百万円）

借入金収入
0.00%
（0百万円）

雑収入
2.14%

（178百万円）

事業収入
1.16%

（96百万円）

資産売却収入
2.41%

（200百万円）

資産運用収入
1.07%

（89百万円）

人件費支出
34.08%

（2,646百万円）

教育研究経費支出
11.95%

（928百万円）管理経費支出
4.89%

（380百万円）

施設関係支出
0.77%

（60百万円）

設備関係支出
0.82%

（64百万円）

資産運用支出
42.41%

（3,293百万円）

その他の支出
3.78%

（293百万円）

借入金等返済支出
1.29%（100百万円）

借入金等利息支出
0.0%（0百万円）

収入計　8,313百万円 支出計　7,764百万円

金沢星稜大学では地域に開かれた大学として、教育と研究の成果を地域社会に還元するために公開講座等を通して地域の皆様に対し広く
学びの場を提供しています。
その活動の一つが「市民土曜講座」で、年間を通して本学教員が身近な事例や最新の情報などを取り上げてお話しします。
　

■期間：平成26年4月19日(土) ～平成27年3月14日(土)
■時間：10:30 ～ 12:00　 [入場無料]　[申込不要]　※希望する講座を自由に受講ください。
■会場：金沢星稜大学　キャリアデザイン館1階　C11教室（多目的階段教室）
■主催：金沢星稜大学総合研究所 
■日 程

平成26年度「市民土曜講座」がスタート

【お問い合わせ】
金沢星稜大学総合研究所 　〒920-8620　金沢市御所町丑10 番地1
TEL 076-253-3984　 FAX 076-253-3998　E-mail seiryo-research@seiryo-u.ac.jp 

〈経済学科・経営学科〉   共通テーマ：幅広く経済を考える：身近な経済から国際経済まで

〈こども学科〉   共通テーマ：みんなで楽しくキッズワークショップ！

4月19日

5月17日

6月21日

7月19日

8月23日

9月20日

 

10月18日

11月15日

12月20日

1月24日

2月21日

3月14日

銭湯の経済学 講師：花田　真一　講師 

グリーン・ツーリズム－地域経済活性化への期待 講師：山本　真嗣　准教授 

ブランドとは何かを考える －地域ブランド構築の前提として－ 講師：岸本　秀一　教授 

観光文化と「加賀百万石」の記憶 講師：本康　宏史　教授 

地域金融機関の実情と課題 講師：大畠　重衛　特任教授 

アジアの経済連携からみる世界の潮流 講師：川島　　哲　教授 

 

Love Stone Project 講師：池上　　奨　教授 

みんなで楽しむ英語絵本 講師：川村　義治　教授（教養教育部　教授）  

みんなで楽しくロウソクづくり、ついでにロウソクの科学もね 講師：永坂　正夫　教授 

スポーツ・コンディショニング －自ら気づき，考える－ 講師：齊藤　陽子　講師 

運動継続の鍵？！お互いに支え合って紡ぐ、私のそしてみんなの健康 講師：岩岡　研典　教授 

水に親しみ健康家族 講師：奥田　鉄人　教授 

〈スポーツ学科〉   共通テーマ：スポーツを楽しむ科学と知恵　－コンディショニングと健康づくり－  

終 了

終 了

終 了
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金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部
石川県金沢市御所町丑10番地1
℡076-253-3924（代表）
http://portal.seiryo-u.ac.jp/

星稜高等学校
石川県金沢市小坂町南206番地
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

星稜中学校
石川県金沢市小坂町南206番地
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
石川県金沢市御所町寅27番地
℡076-252-5057（代表）
http://kinder.seiryo.jp/seiryo/

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
石川県金沢市泉野町6丁目17番30号
℡076-244-5636（代表）
http://kinder.seiryo.jp/izumino/

〈星稜サ・エ・ラ〉  サ・エ・ラ（ çà et là）とはフランス語で「ここそこ」「あちこち」。幼稚園から大学まで色々な場面にスポットを当てるという意味で、「どこでも星稜教育が息づいている」という表しです。　

特集

巻頭

inaok igakuen news le t te r

チーム星稜
、

百万石踊り
流しに

今年も参加
！

星稜サ・エ・ラに関する
アンケート実施中 !
詳しくはP14をご覧下さい

金沢星稜大学
7

8

9

オープンキャンパス
通常講義実施日
前期授業終了
一斉試験期間
オープンキャンパス
追試験期間
全館休館
再試験期間
前期卒業認定発表
休業日
前期学位記授与式・後期入学式
オープンキャンパス（推薦入試対策講座）
後期授業開始
通常講義日

～8月6日（水）
9日（土）・10日（日）・24日（日）

・12日（火）
～16日（土）
・29日（金）

星稜高等学校
7 6月30日（月）

15日（火）
17日（木）
19日（土）
22日（火）
28日（月）
31日（木）
3日（日）
4日（月）
5日（火）
19日（火）
26日（火）
26日（火）
1日（月）
11日（木）
20日（土）
25日（木）
26日（金）

～4日（金）
・16日（水）
・18日（金）

～25日（金）、
～30日（水）
・8月1日（金）
・4日（月）
～8日（金）
・6日（水）
～21日（木）、
～29日（金）
・27日（水）

・12日（金）

期末試験
体育大会
保護者懇談会
終業式、全国大会激励会

補充・補習授業

学校見学会
高2A関西方面大学見学会
高1Aエンパワーメントプログラム
高1B東京方面難関大学見学会

補充・補習授業

1,2年Pコース課外実習
始業式
星稜祭
高2学年懇談会
運動会
運動会予備日

8

9

7

8

9

金沢星稜大学女子短期大学部

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
7

9

8

誕生会参観
避難訓練（火災）
プール参観（ほし）
プラネタリウム（年長）
プール参観（つき）
プール参観（りす）
プール参観（うさぎ）
終業式
わくわくキャンプ（年長）
個人懇談会
夏季自由登園日
星稜子育てステーション
星稜子育てステーション
とうもろこし収穫体験
夏季自由登園日
登園日　誕生会参観
始業式　避難訓練（地震）
星稜子育てステーション
誕生会参観
運動会
運動会代休

星稜中学校
7 6月30日（月）

11日（金）
15日（火）
16日（水）
18日（金）
22日（火）
25日（金）
27日（水）
1日（月）
12日（金）
19日（金）

～2日（水）

・17日（木）

～25日（金）

～29日（金）

期末試験
中3観能教室
合唱コンクール
保護者懇談会
終業式
希望補習授業
登校日、北信越激励会
サマースクール
始業式
映画鑑賞
新人戦激励会

9
8

3日（木）
4日（金）
7日（月）
8日（火）
9日（水）
15日（火）
16日（水）
22日（火）
23日（水）
25日（金）
28日（月）
31日（木）
１日（金）
7日（木）
25日（月）
28日（木）
　1日（月）
17日（水）
19日（金）
23日（火）
24日（水）

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
7

8

9

にこにこ参観①
誕生会参観
子ども相談
親子活動（年長）
にこにこ参観②
子育て広場
にこにこ参観③
避難訓練
夏まつり
終業式
お泊まり保育
夏季自由登園日
夏季自由登園日
夏季自由登園日
子育て広場
幼稚園ってどんなとこ
夏季自由登園日
誕生会参観
夏季自由登園日
始業式
避難訓練
アルバム写真撮影日
親子活動
子ども相談
子育て広場
誕生会参観
キッズクラブ
運動会
運動会代休

　1日（火）
　3日（木）
　4日（金）
　5日（土）
　9日（水）
10日（木）
14日（月）
16日（水）
19日（土）
22日（火）
23日（水）
25日（金）
28日（月）
1日（金）

　4日（月）
21日（木）
25日（月）
27日（水）
28日（木）
1日（月）

　3日（水）
　4日（木）
　6日（土）
12日（金）
17日（水）
18日（木）
20日（土）
28日（日）
29日（月）

20日（日）
21日（月・祝）
29日（火）
31日（木）

13日（水）
28日（木）
4日（木）
8日（月）
12日（金）
18日（木）
21日（日）
22日（月）
23日（火）

オープンキャンパス
通常講義実施日
前期授業終了
一斉試験期間
オープンキャンパス
全館休館
追再試験期間
前期卒業認定発表
休業日
前期学位記授与式・後期入学式
キャリア合宿
オープンキャンパス（推薦入試対策講座）
後期授業開始
通常講義日

～8月6日（水）
9日（土）・10日（日）・24日（日）

～16日（土）
・29日（金）

・19日（金）

20日（日）
21日（月・祝）
29日（火）
31日（木）

11日（月）
13日（水）
28日（木）
4日（木）
8日（月）
12日（金）
21日（日）
22日（月）
23日（火）

この号が皆さんのお手元に届くころには、ワールドカップ・ブラジル大会は決勝トーナ
メント中だと思います。6月15日（日）のコートジボワール戦では、星稜高校卒業生の本田
圭佑選手の華麗なゴールが見られましたが、惜敗となり悔しい思いをされた方も多かっ
たことでしょう。格上チームとの対戦となりますが、果敢に攻め入る本田選手の姿に期待
しております。
学生、生徒、園児、教員、職員と立場は様々でしょうが、精一杯応援しましょう！

　
入学・広報センター　広報課　高村久司

あとがき

・24日（木）

～30日（水）

～27日（水）

・18日（木）

　

～24日（木）

～31日（木）

・22日（金）
・26日（火）
・29日（金）

・19日（金）


